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Ⅰ  伐採、 造林、 保育その他森林の整備に関する基本的な事項 

   １  森林整備の現状と 課題 

本村は、 福岡県中央部の東端で大分県と の県境に位置し 、 筑後川流域の筑後平野と 遠賀川流

域の筑豊盆地及び日田盆地の結節点であり 分水界を 形成し ている 。周囲は白石山釈迦ヶ 岳等の

標高 500ｍ～900ｍの急峻な山地が形成さ れ、 その谷間を 大肥川が中央部を 南流し 、 東側に宝

珠山川が流れている 。 北端にある小石原盆地は、 標高 460ｍ～480ｍで、 湖底盆地と 言われ盆

地内の５ つの小河川を 集めて小石原川が西流し 、 江川ダムの水源と なっ ている 。  

本村の総面積は 5,197ha であり 、 う ち森林面積は 4,383ha で、 総面積の約 84％を 占めてい

る。 地域森林計画対象民有林面積は 3006.70ha で、 そのう ち スギを 主体と し た人工林の面積

は 2,490.24ha であり 、 人工林率は 83％で県平均に対し て高い。 し かし 、 その中の３ ５ 年生以

上の高齢林分が 2098.23ha を 占めており 、 主伐の推進および再造林の確実な実施による森

林の循環利用を図る必要がある。  

本村の森林は地域住民の生活に密着し た里山から 、 林業生産活動が積極的に実施さ れる べき

人工林帯と 大き く 二つに分かれ、人工林率は 83％と 非常に高いこ と から 、森林組合を 中核と し

た林業地帯の形成に努める ため、 整備さ れつつある ふるさ と 林道等の高規格林道の活用と 作業

道の開設により 、全般的には素材生産を 目的と し た森林整備を 行わなければなら ない。し かし 、

近年、 住民生活の向上や価値観の多様化等を 背景と し て自然環境の保全や保健文化的な役割な

ど、 多面的機能の発揮が一層期待さ れる よ う になっ ている 。  

こ のよ う な期待の高まり に応え、 森林の有する 多面的機能の持続的な発揮を 確保し ていく た

め、 生態系と し ての森林と いう 認識のも と 重視すべき 機能に応じ た森林資源の整備推進に努め

る こ と が重要な課題と なっ ている 。  

こ う し た課題と 地域の実情を 踏まえて、 本村全地区にあっ ては昔から スギ、 ヒ ノ キの造林が

盛んに行われており 、 齢級構成も 他の地区から 比べて高く 、 伐期を 迎える林分も 多く 存するこ

と から 林業生産活動を 通じ た適切な森林整備を 図ると と も に、環境にやさ し い素材である 木材

の有効活用に向けて計画的な伐採を 推進する。  

また、 本村において林産物の生産は、 近年の木工加工の低迷、 林業生産コ スト の高騰労働力

不足によ り 木材生産は停滞し ている が、 今後産地間の競争激化が予想さ れる 中、 こ れに対処す

るため、良質材生産を 目指し た集約的な施業体系を 導入し 、多様な森林作り を 推進する 。一方、

特用林産物のシイ タ ケについては、 従来から 原木シイ タ ケが普及し 、 県下でも 有数の生産を 誇

っ ていたが、 近年は労働力等の問題から 生産量も 減少し ている 。 し かし 、 補助事業等によ り 菌

床シイ タ ケの生産へ移行し 、 現在一体と なっ て取り 組んでいる が、 低価格の外国産シイ タ ケと

の競争激化が問題と なっ ている 。 今後はよ り 一層村の特産品と し て推進を 図り たい。 又、 小石

原川ダムの建設に伴う 水源地域整備事業で計画さ れた、 村有林の小石原森林公園において、 不

要木の除去、 間伐、 林相改良を 行い水源涵養機能の向上を 図る と と も に、 水源地域住民、 都市

住民の憩いの場、 交流の場を 創出する 。  
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 ２  森林整備の基本方針 

（ １ ）  地域の目指すべき 森林資源の姿 

森林資源の状況、 流域の自然的、 社会経済的な特質、 森林の有する公益的機能の発揮に対す

る 要請、 木材需要の動向、 豪雨の増加等の自然環境の変化等を 総合的に勘案し つつ、 森林の

有する機能ごと に、 その機能を 高度に発揮するために望まし い森林の姿を 次のと おり と する 。  

 

（ ２ ） 森林整備の基本的な考え方及び森林施業の推進方策 

    森林整備及び保全の推進に当たっ ては、 森林の有する 水源涵
かん

養、 山地災害防止／土壌保全機

能の維持増進に配慮し つつ、 森林資源を 有効に活用でき る よう 、 間伐等の適切な実施、 適格な

更新の確保、 混交林化など を 図る 。  

    また、 快適環境形成、 保健・ レ ク リ エーショ ン 、 文化、 生物多様性などの森林の有する多面

的機能を 総合的かつ高度に発揮さ せる ため、 機能に応じ た適正な森林整備の実施によ り 健全な

森林資源の維持造成を 推進するこ と を 基本と する 。  

① 水源涵
かん

養機能 

 

 

 

 

② 山地災害防止機能／土壌 

保全機能 

 

 

  

③ 快適環境形成機能 

   

 

④ 保健・ レ ク リ エーショ ン  

機能 

 

 

 

⑤ 文化機能 

 

 

 

⑥ 生物多様性保全 

機能 

   

⑦ 木材等生産機能 

 

 下層植生と と も に樹木の根が発達する こ と によ り 、 水を 蓄え

る隙間に富んだ浸透・ 保水能力の高い森林土壌を 有する 森林で

あっ て、 必要に応じ て浸透を 促進する施設等が整備さ れている

森林。  

 

 下層植生が生育する ための空間が確保さ れ、適度な光が射し

込み、下層植生と と も に樹木の根が深く 広く 発達し 土壌を 保持

する能力に優れた森林であっ て、必要に応じ て山地災害を 防ぐ

施設が整備さ れている 森林。  

 

 樹高が高く 枝葉が多く 茂っ ている など遮蔽能力や汚染物質

の吸着能力が高く 、 諸被害に対する 抵抗性が高い森林。  

 

 身近な自然や自然と のふれあいの場と し て適切に管理さ れ、

多様な樹種等から なり 、住民等に憩いと 学びの場を 提供し てい

る森林であっ て、 必要に応じ て保健・ 教育活動に適し た施設が

整備さ れている 森林。  

 

 史跡・ 名勝等と 一体と なっ て潤いのある 自然景観や歴史的風

致を 構成し ている森林であっ て、必要に応じ て文化活動に適し

た施設が整備さ れている 森林。  

 

 原生的な森林生態系、 希少な生物が生育・ 生息する 森林、 陸

域・ 水域にまたがり 特有の生物が生育・ 生息する 渓畔林。  

 

林木の生育に適し た土壌を 有し 、 木材と し て利用する 上で良

好な樹木によ り 構成さ れ成長量が高い森林であっ て、 林道等の

基盤施設が適切に整備さ れている森林。  
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    さ ら に、 花粉発生源対策を 加速すると と も に、 航空レ ーザ測量等のリ モート センシングに

よる 高精度な森林資源情報や詳細な地形情報の整備により 、 効率的な森林施業、 森林の適

正な管理経営を推進する。  

    また、 効率的な森林施業、 森林の適正な管理経営、 農山村地域の振興に欠く こ と のでき ない

施設である 林道等の路網の整備を 計画的に整備するこ と と する 。  

あわせて、 シカ 等による森林被害も 含めた森林の状況を適確に把握するため、 森林 GI S 

等の効果的な活用を図る。  

 

   ① 「 水源涵
かん

養機能森林」 の森林整備の基本的な考え方 

    ダム集水区域や主要な河川の上流に位置する 水源地周辺の森林並びに地域の用水源と し て

重要なため池、 湧水地及び渓流等の周辺に存する 森林は、 水源涵
かん

養の維持増進を 図る森林と

し て整備及び保全を 推進する こ と と する。  

     具体的には、 良質な水の安定供給を 確保する 観点から 、 適切な保育・ 間伐を 促進し つつ、

下層植生や樹木の根を 発達さ せる 施業を 基本と する と と も に、 伐採に伴っ て発生する裸地に

ついては、 縮小及び分散を 図るこ と と する 。  

また、 立地条件や地域住民のニーズ等に応じ 、 天然力も 活用し た施業を 推進する こ と と す

る 。  

ダム等の利水施設上流部等において、 水源涵
かん

養機能が十全に発揮さ れる よう 、 保安林の指

定やその適切な管理を 推進する こ と を 基本と する 。  

 

   ② 「 山地災害防止機能／土壌保全機能森林」 の森林整備の基本的な考え方 

山腹崩壊等によ り 人命・ 人家等施設に被害を 及ぼすおそれがある森林など、 土砂の流出、

土砂の崩壊の防備その他山地災害の防備を 図る 必要のある 森林は、 山地災害防止機能／土壌

保全機能の維持増進を 図る 森林と し て整備及び保全を 推進する こ と と する 。  

具体的には、 災害に強い国土を 形成する観点から 、 地形、 地質等の条件を 考慮し た上で、

林床の裸地化の縮小及び回避を 図る 施業を 推進するこ と と する 。  

また、 立地条件や県民のニーズ等に応じ 、 天然力も 活用し た施業を 推進する こ と と する。  

集落等に近接する山地災害の発生の危険性が高い地域等において、 土砂の流出防備等の機

能が十全に発揮さ れる よ う 、 保安林の指定やその適切な管理を 推進すると と も に、 渓岸の侵

食防止や山脚の固定等を 図る必要がある 場合には、 谷止や土留等の施設の設置を 推進する こ

と を 基本と する 。  

 

③ 「 快適環境形成機能森林」 の森林整備及び保全の基本方針 

 地域住民の日常生活に密接な関わり を 持つ里山等であっ て、 騒音や粉塵等の影響を 緩和す

る森林及び森林の所在する 位置、 気象条件等から みて風害、 霧害等の気象災害を 防止する 効

果が高い森林は、 快適環境形成機能の維持増進を 図る 森林と し て整備及び保全を 推進する こ

と と する 。  
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     具体的には、 地域の快適な生活環境を 保全する観点から 、 風や騒音等の防備や大気の浄化

のために有効な森林の構成の維持を 基本と し 、 樹種の多様性を 増進する施業や適切な保育・

間伐等を 推進する こ と と する。  

快適な環境の保全のための保安林の指定やその適切な管理を 推進する こ と と する 。  

 

   ④ 「 保健・ レ ク リ エーショ ン 機能森林」 の森林整備及び保全の基本方針 

観光的に魅力ある高原、 渓谷等の自然景観や植物群落を 有する 森林、 キャ ン プ場や森林公

園等の施設を 伴う 森林など、 国民の保健・ 教育的利用等に適し た森林は、 保健・ レ ク リ エー

ショ ン 機能の維持増進を 図る森林と し て整備及び保全を 推進する こ と と する 。  

具体的には、 村民に憩いと 学びの場を 提供する観点から 、 立地条件や村民のニーズ等に応

じ 広葉樹の導入を 図る などの多様な森林整備を 推進するこ と と する。  

また、 保健等のための保安林の指定やその適切な管理を 推進するこ と と する 。  

 

⑤ 「 文化機能森林」 の森林整備及び保全の基本方針 

史跡、名勝等の所在する 森林や、こ れら と 一体と なり 優れた自然景観等を 形成する森林は、

潤いある 自然景観や歴史的風致を 構成する 観点から 、 文化機能の維持増進を 図る 森林と し て

整備及び保全を 推進する こ と と する 。  

具体的には、 美的景観の維持・ 形成に配慮し た森林整備を 推進するこ と と する 。  

また、 風致のための保安林の指定やその適切な管理を 推進する こ と と する。  

  

 ⑥ 「 生物多様性保全機能森林」 の森林整備及び保全の基本方針 

全ての森林は多様な生物の生育・ 生息の場と し て生物多様性の保全に寄与し ている。 こ の

こ と を 踏まえ、 森林生態系の不確実性を 踏まえた順応的管理の考え方に基づき 、 時間軸を 通

し て適度な攪乱により 常に変化し ながら も 、 一定の広がり においてその土地固有の自然条

件・ 立地条件に適し た様々な生育段階や樹種から 構成さ れる森林がバラ ン ス良く 配置さ れて

いるこ と を 目指すも のと する。  

と り わけ、 原生的な森林生態系、 希少な生物が生育・ 生息する 森林、 陸域・ 水域にまたが

り 特有の生物が生育・ 生息する渓畔林などの属地的に機能の発揮が求めら れる森林について

は、 生物多様性保全機能の維持増進を 図る 森林と し て保全する こ と と する 。  

また、 野生生物のための回廊の確保にも 配慮し た適切な保全を 推進する こ と と する。  

 

⑦ 「 木材等生産機能森林」 の森林整備及び保全の基本方針 

林木の生育に適し た森林で、 効率的な森林施業が可能な森林は、 木材等生産機能の維持増

進を 図る 森林と し て整備を 推進する こ と と する 。 具体的には、 木材等の林産物を 持続的、 安

定的かつ効率的に供給する 観点から 、 森林の健全性を 確保し 、 木材需要に応じ た樹種、 径級

の林木を 生育さ せるための適切な造林、 保育及び間伐等を 推進するこ と を 基本と する。 こ の

場合、 施業の集団化や機械化を 通じ た効率的な整備を 推進する こ と を 基本と する 。  
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 ３  森林施業の合理化に関する基本方針 

   県、 村、 森林所有者及び森林組合等が相互に連絡を 密にする こ と や、 地域協議会等で合意形成

を 図る こ と により 、 関係者が一体と なっ て森林施業の共同化、 林業後継者の育成、 林業機械化の

促進及び木材流通・ 加工体制の整備などの林業諸施策を 計画的かつ組織的に取り 組み、 森林施業

の合理化を 推進する こ と と する。  

 

Ⅱ  森林の整備に関する 事項 

  第１  森林の立木竹の伐採に関する事項（ 間伐に関する事項を 除く 。）  

１  樹種別の立木の標準伐期齢 

                                 単位： 年 

地 域 

樹              種 

スギ ヒ ノ キ マツ  
ｽﾗｯｼｭﾏﾂ

ﾃー ﾀﾞ ﾏﾂ 

そ の 他

針葉樹 
ク ヌ ギ 

ザツ・ その

他広葉樹 

ア カ シ

ア類 

東峰村 ３ ５  ４ ０  ３ ０  ２ ０  ３ ０  １ ０  １ ５  ８  

注）  標準伐期齢は、 地域を 通じ た立木の伐採（ 主伐） の時期に関する 指標と し て森林施業、 制限

林の伐採規制等に用いら れる も のであり 、 標準伐期齢に達し た森林の伐採を 促すためのも の

ではない。 また、 特定苗木等が調達可能な地域では、 その特性に対応し た標準伐期齢の設定

を 検討する よう 努める も のと する 。  

 

   ２  立木の伐採（ 主伐） の標準的な方法 

森林の立木竹の伐採に当たっ ては、「 第４  公益的機能別施業森林等の整備に関する 事項」

で定めら れる 公益的機能別施業森林の区分に応じ た適切な林齢、 伐採方法（ 皆伐、 択伐）、 伐

採面積、 集材方法において計画的かつ効率的な伐採を 推進する こ と と する 。 加えて保安林につ

いては、 その保安林に定める指定施業要件に従い伐採するこ と と する 。  

立木竹の伐採のう ち 主伐については、 更新（ 伐採跡地（ 伐採によ り 生じ た無立木地） が、

再び立木地と なる こ と ） を 伴う 伐採により 行う も のと する。  

主伐に当たっ ては、 森林の有する 公益的機能の発揮と 森林生産力の維持増進に配慮し て行

う こ と と し 、 伐採跡地が連続する こ と がないよ う 、 伐採跡地間には少なく と も 周辺森林の成

木の樹高程度の幅を 確保する こ と 等を 旨と し て、 立地条件、 地域における 既往の施業体系、

樹種の特性、 木材需要構造、 森林資源の構成等を 勘案し て伐採範囲を 定める も のと する。  

また、 伐採後の適確な更新を 確保する ため、 あら かじ め適切な更新の方法を 定め、 その方

法を 勘案し て伐採を 行う こ と と する 。 特に、 伐採後の更新を 天然更新による 場合には、 天然

稚樹の生育状況、 母樹の保存、 種子の結実等に配慮するこ と と する 。 なお、 自然条件が劣悪

なため、 更新を 確保するため伐採の方法を 特定する 必要がある 森林における 伐採の方法につ

いては、 択伐等適確な更新に配慮し たも のと する 。  

さ ら に、 林地の保全、 落石等の防止、 寒風害等の各種被害の防止、 風致の維持並びに渓流

周辺及び尾根筋等の森林における 生物多様性の保全等のため必要がある場合には、 所要の保
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護樹帯を 設置する こ と と する 。  

こ の他、 「 主伐における 伐採・ 搬出指針」 （ 令和３ 年３ 月16日付け２ 林整整第1157号林野

庁長官通知） を 踏まえた方法によ り 実施するも のと する。  

なお、 集材に当たっ ては、 林地の保全等を 図る ため、 地域森林計画第４ の１ （ ２ ） で定め

る「 森林の土地の保全のため林産物の搬出方法を 特定する 必要のある 森林及びその搬出方法」

に適合し たも のと する と と も に、 「 主伐時における 伐採・ 搬出指針」 （ 令和３ 年３ 月16日付

け２ 林整整第1157号林野庁長官通知） を 踏まえ、 現地に適し た方法によ り 行う も のと する 。  

 

    ア 皆伐 

皆伐については、 主伐のう ち択伐以外のも のと する。  

皆伐に当たっ ては、 気候、 地形、 土壌等の自然的条件及び森林の有する公益的機能の確保

の必要性を 踏まえ、 適切な伐採区域の形状、 一か所当たり の伐採面積の規模及び伐採区域の

モザイ ク 的配置に配慮する と と も に、 伐採跡地が連続し て２ ０ ｈ ａ を 超えないも のである こ

と と し 、 適確な更新を 図る こ と と する。  

 

イ  択伐 

択伐については、 主伐のう ち、 伐採区域の森林を 構成する立木の一部を 伐採する 方法であ

っ て、 単木・ 帯状又は樹群を 単位と し て、 伐採区域全体ではおおむね均等な割合で行い、 伐

採率は材積率で30％以下（ 伐採後の造林が植栽によ る 場合は40％以下） と する。  

択伐に当たっ ては、 森林の有する多面的機能の維持増進が図ら れる適正な林分構造と なる

よ う 、 一定の立木材積を 維持するも のと し 、 適切な伐採率によ るこ と と する 。  

    

   ３  その他必要な事項 

    ア 主伐時期の目安 

収穫期に達し た人工林は、 森林の世代サイ ク ルを 回復さ せるため、 下記の目安及び各林分

の成長量や生産目標等を 勘案し たう えで計画的に主伐を 推進する こ と と する 。  

県の標準的施業モデルによ る 試算では、 一般材生産の場合について、 スギはおおむね５ ５

年生以上、 ヒ ノ キはおおむね５ ０ 年生以上で、 森林整備の継続を 経済面で支える こ と が期待

でき る こ と から 、 こ の林齢を 主伐時期の目安と し て定める も のと する 。  

 

 目安       

樹種 林齢 生産目標 期待胸高直径（ ㎝） 
期待樹高 

（ ｍ）  

スギ ５ ５ 年生以上 一般材生産 ３ １  ２ ３  

ヒ ノ キ ５ ０ 年生以上 一般材生産 ２ ２ ～２ ５  １ ７  
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※標準的な成長量及び立地での、 標準的施業モデルによ る 試算での目安である こ と に留意する 。 条件

によ っ ては主伐時期が前後する 場合も ある 。  

 

イ  被害木である等の理由により 伐採を 促進すべき 林分の指針 

 制限林や特用林及び自家用林、試験研究の目的に供し ている 森林以外で、風害等の気象災、

病虫害等の被害を 受けている も の又は受けやすいも ので成長量が著し く 低下し た林分と する

こ と と する。  

 

    ウ その他必要な事項 

伐採跡地の林地残材及び枝葉等については積極的な活用を 図り 、 またその整理については、

土砂災害等の発生源と なら ないよ う 留意するこ と と する。  

 

第２  造林に関する事項 

   １  人工造林に関する事項 

（ １ ）  人工造林の対象樹種 

区  分 樹  種  名 備  考 

人工造林の対象樹種 スギ・ ヒ ノ キ・ ク ヌ ギ・ マツ・ ケヤキ・ その他広

葉樹 

 

注） 定めら れた樹種以外の樹種を 植裁し よ う と する場合は、 林業普及指導員又は村担当課と 相談 

の上、 適切な樹種を 選択する こ と と する。  

なお、 苗木の選定にあたっ ては、 成長に優れた特定苗木や少花粉スギ等の花粉の少ない苗木を 積

極的に選択する こ と と する 。  

（ ２ ）  人工造林の標準的な方法 

ア 人工造林の標準的な方法 

樹  種 植栽本数 

ス  ギ １ ， ５ ０ ０ ～３ ， ０ ０ ０ 本/ha 

ヒ  ノ  キ １ ， ５ ０ ０ ～３ ， ５ ０ ０ 本/ha 

ク  ヌ  ギ １ ， ５ ０ ０ ～３ ， ５ ０ ０ 本/ha 

その他広葉樹等 １ ， ５ ０ ０ ～３ ， ５ ０ ０ 本/ha 

注） その他広葉樹等のう ち セン ダン については、 林業普及指導員等と も 相談の上、 既住の研究成果に

基づき 必要な保育施業を 行い、 森林の有する公益的機能の発揮が十分期待さ れる 場合に限り 、 ４ ０ ０

本/ha を 下限と する こ と ができ る。   

複層林化を 図る 場合の樹下植栽については、 標準的な植栽本数に下層木以外の立木の伐採率（ 材積

によ る率） を 乗じ た本数以上を 植栽する。  

また、 定めら れた標準的な植栽の本数によ ら ない範囲で植栽し よ う と する 場合は、 林業普及指導員

又は村担当課と 相談の上、 適切な植栽本数を 決定する こ と と する。  
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イ  その他人工造林の方法 

区   分 標 準 的 な 方 法 

地拵えの方法 雑草木を 刈り 払い、 伐採木の枝条や刈り 払っ た雑草木を 斜面に一定間

隔で整理する 。  

なお、 造林コ スト の縮減にも つながる こ と から 、 主伐と 造林の一体的

な計画を 進め、 主伐作業と 一体的な地拵えを 積極的に実現する も のと す

る。  

植付けの方法 苗木の根が十分入る 程度の大き さ の植え穴を 掘り 、 根を よ く 広げて埋め

戻し 、 土と 根が密着するよ う に踏み固めて、 丁寧に植裁する。  

植裁の時期 乾燥等気象条件を 十分に考慮し 、 ２ 月～４ 月の間に植裁を 行う も のと す

る 。 なお、 コ ン テナ苗については、 寒冷地の冬季を 除き 、 上記植栽時期

以外でも 高い活着率が見込める 、 専用の植栽器具を 利用する こ と で効

率よく 植栽を 行う こ と ができ るため、 積極的に利用するも のと する。 

 

 

（ ３ ）  伐採跡地の人工造林を すべき 期間 

森林資源の造成と と も に林地の荒廃を 防止するため、皆伐によ る伐採跡地で人工造林によ り

更新を 図るも のについては、 伐採が終了し た日を 含む年度の翌年度の初日から 起算し て、 ２ 年

以内に更新する も のと する 。  

ただし 、 択伐による 伐採については、 伐採が終了し た日を 含む年度の翌年度の初日から 起算

し て５ 年以内に更新する も のと する 。  

保安林については、 その保安林に定める指定施業要件に従い植裁する こ と 。  

 

 

   ２  天然更新に関する事項 

 気候、 地形、 土壌等の自然的条件、 林業技術体系等から 、 主に天然力の活用により 適確な更

新が図ら れる 場合は天然更新と する 。  

 

（ １ ）  天然更新の対象樹種 

    天然更新の対象樹種は、 適地適木を 主と し て、 前生稚樹の生育状況や母樹の存在等の森林

の現況、 立地条件、 周辺環境等を 勘案し 、 針葉樹、 ブナ科、 ニレ 科等の広葉樹及び先駆性樹

種のう ち 中高木性の樹種であっ て、 将来の森林の林冠を 構成するも の、 又は、 遷移過程にお

いて中高木になり う る 樹種と し 、「 福岡県天然更新完了判断基準」 で定める 樹種と する 。 こ の

う ち 、 ぼう 芽による 更新が可能な樹種は、 コ ナラ 、 イ ヌ ブナ、 ブナ、 ク リ 、 カ スミ ザク ラ 、

イ タ ヤカ エデ、 イ ヌ シデ、 オオモミ ジ、 アカ シデ、 ホオノ キ、 ミ ズナラ 等である 。  
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（ ２ ）  天然更新の標準的な方法 

天然更新に当たっ て、 天然下種更新による 場合は、 それぞれの森林の状況に応じ て、 地表

処理、 刈出し 、 植込み等の天然更新補助作業を 行う こ と と し 、 ぼう 芽更新による 場合には、

ぼう 芽の発生状況等を 考慮し 、 芽かき 又は植込みを 行う こ と と する。  

 

ア 天然更新の対象樹種の期待成立本数 

天然更新対象樹種の期待成立本数及び更新すべき 本数 

期待成立本数（ 本/ha）  更新すべき 本数（ 本/ha）  

１ ０ ， ０ ０ ０ 本 ３ ， ０ ０ ０ 本 

 

イ  天然更新補助作業の標準的な方法 

区分 標準的な方法 

地表処理 ササや粗腐植の堆積等によ り 天然下種更新が阻害さ れてい

る箇所において、 かき 起こ し 、 枝条整理等を 行う 。  

刈出し  ササなどの下層植生により 天然稚樹の阻害さ れている 箇所

については、 ササなど を 刈り 取る。  

植込み 天然稚樹の生育状況等を 勘案し 、 天然更新の不十分な箇所

に必要な本数を 植栽する。  

芽かき  ぼう 芽更新の際に発生する 、 ぼう 芽枝の本数が多く なり す

ぎないよ う に、 ぼう 芽が適正本数になっ た以降に発生し た

芽を 摘み取る。  

 

  ウ その他天然更新の方法 

     天然更新の完了確認については、「 福岡県天然更新完了判断基準」 で定める調査方法によ

る現地調査を 行う も のと し 、 更新が完了し ていないと 判断さ れる場合は、 植込み等の作業を

行っ て更新の確保を 図るも のと する 。  

 

（ ３ ）  伐採跡地の天然更新を すべき 期間 

天然更新による も のは、 早期に更新を 図る も のと し 、 伐採が終了し た日を 含む年度の翌年度

の初日から 起算し て５ 年以内に更新するも のと する。  

なお、 ５ 年後において適確な更新がなさ れない場合には、 その後２ 年以内に植栽によ り 更新

するも のと する 。  

  

  ３  植栽によら なければ適確な更新が困難な森林に関する 事項 

   （ １ ） 植栽によ ら なければ適確な更新が困難な森林の基準 

     植栽によ ら なければ適確な更新が困難な森林については、 以下の基準に該当する も のと す

る。  
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森 林 の 区 域 備    

考 

以下の条件に１ つ以上該当する場合 

シカ の生息密度が３ １ 頭/km 2 以上の地域にある 森林（ ただし 、 シカ 防護柵設

置や駆除等の適切な防除を 行わない場合）  

下層植生が少なく 表土が流失し た森林 

病害虫の発生箇所や岩石地等、 天然下種及びぼう 芽によ る方法では、 適確な

更新が確保でき ない森林 

 

 

（ ２ ） 植栽によ ら なければ適確な更新が困難な森林の所在  

 

以下の場合は、 植栽によら なければ適確な更新は困難と なる可能性があるこ と から 、 天然更

新を 行う 場合は、 現地状況に十分注意する こ と 。  

 ○植栽によ ら なければ適確な更新が困難と なる 可能性のある 森林の条件 

 以下の条件に 1 つ以上該当する場合は、 植栽によら なければ適確な更新が困難と

なる可能性がある。  

隣接広葉樹から の距離が１ ０ ０ ｍ以上離れている森林 

林齢４ ０ 年生未満の森林 

放置竹林と 隣接する森林 

 

４  森林法第 10 条の 9 第 4 項の規定に基づく 伐採の中止又は造林を すべき 旨の命令の基準 

（ １ ）  造林の対象樹種 

ア 人工造林の場合 

  スギ・ ヒ ノ キ・ ク ヌ ギ・ マツ・ ケヤキ等広葉樹 

イ  天然更新の場合 

   「 福岡県天然更新完了判断基準」 で定める 樹種 

 

（ ２ ）  生育し 得る 最大の立木の本数 

 植栽によら なければ適確な更新が困難な森林以外の、 伐採跡地における植栽本数の基準と し

て、 天然更新対象樹種が５ 年生時点で生育し 得る 最大の立木の本数を １ ０ ， ０ ０ ０ 本/ha と 定

める 。  

 なお、 造林する場合は、 樹高が草丈を 超えている（ 双方の差が２ ０ ０ cm 以上または草丈の

２ 倍以上の樹高） 更新対象樹種を 、 こ の本数の１ ０ 分の３ を 乗じ た本数以上成立さ せる こ と 。 

森 林 の 区 域 備 考 

１ ～１ ０ 林班,１ ３ 林班,１ ６ ～２ ８ 林班,１ ０ １ 林班, 

１ １ ４ ～１ ４ ２ 林班， １ ４ ４ ～１ ６ ９ 林班 

シカ 生息密度 
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  ５  その他必要な事項 

  作業道での重機によ る 踏み固めや表面浸食は、 種子の発芽を 妨げる ほか、 種子そのも のの流

出を も たら すため、天然更新を 行う 場合には、路網の配置や密度に十分に配慮するも のと する 。 

 

第３  間伐を 実施すべき 標準的な林齢、 間伐及び保育の標準的な方法その他間伐及び保育の基準 

   １  間伐を 実施すべき 標準的な林齢及び間伐の標準的な方法 

     間伐と は、 樹冠疎密度が 10 分の８ 以上にう っ 閉し た森林において行い、 材積率で伐採率が

35％以下であり 、 かつ、 伐採年度の翌伐採年度の初日から 起算し ておおむね５ 年後において

樹冠疎密度が 10 分の 8 以上に回復するこ と が確実であると 認めら れる範囲内で行う も のと す

る 。  

 

間伐の標準的な方法 

樹種 
植栽本数 

(本/ha) 

間 伐 時 期 

（ 見込み林齢）  

間伐の方法等 
１  

回 

目 

(除伐) 

２  

回 

目 

３  

回 

目 

４  

回 

目 

５  

回 

目 

６  

回 

目 

７  

回

目 

スギ 

1,500 本 

※ 

35 50 65 80   間伐木の選定は、 林分構成

の適正化を 図るよ う 、 形成

不良木等に偏るこ と なく 行

う こ と と する。  

間伐の間隔は、 標準伐期

齢に達し ない森林について

は 10 年に１ 回、 標準伐期

齢以上の森林に つ い て は

15 年に１ 回を 標準と し 、現

地の状況を 勘案し て判断す

るこ と と する。  

2,000 本 22 35 50 65 80  

2,500 本 16 25 35 50 65 80 

3,000 本 (12) 17 24 35 50 65 80 

ヒ ノ キ 

1,500 本 

※ 18 27 38 49 60 80 2,000 本 

2,500 本 

3,000 本 

(13) 18 27 38 49 60 80 3,500 本 

※間伐時期（ 見込み林齢） における樹高等については、 筑後・ 矢部川地域森林計画書（ 附） 参考資料 ６  そ

の他（ １ ）「 施業方法別の施業体系」 を標準と する。  

※若齢級の初間伐については、 列状間伐の導入に努めるも のと する。  

注 1） 保安林にあっ ては、 保安林の指定施業要件と し て定めら れた間伐率の範囲内で行う こ と 。  

注 2） １ 回目（ 除伐） の欄は、 除伐作業に併せて本数調整を 行う 場合の見込み林齢を 記載。  
注 3） ※については、 除伐は行う が、 本数調整は行わない。  
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 ２  保育の種類別の標準的な方法 

保育の

種 類 
樹種 

実施すべき 標準的な林齢及び回数 
標準的な 方

法 
備考 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 
1

0 

1

1 

1

2 

1

3 

1

4 

1

5 

下刈り  

 

スギ 

 

1 1 1 1 1 1          

 植裁木が

下草よ り 抜

け 出る ま で

行う 。 実施

時期は、 ６

～８ 月の間

に行う 。  

  

 

ヒ ノ キ 

 

1 1 1 1 1 1          

 

ク ヌ ギ 

 

1 1 1 1 1 1          

つる切 

 

スギ 

 

    2 

 下刈り 終

了後、 つ る

の繁茂状況

に 応じ て 行

う 。 実施時

期は、 ６ ～

８ 月の間に

行う 。  

 

 

ヒ ノ キ 

 

    2 

 

ク ヌ ギ 

 

    2 

除伐 

 

スギ 

 

    1 

成長を 阻

害又は阻害

が予想さ れ

る 侵入木や

形成不良木

を 除 去 す

る 。  

 

 

ヒ ノ キ 

 

    1 

 

ク ヌ ギ 

 

    1 

 

   ３  その他必要な事項 

     局所的な森林の生育状況の差異を 踏まえ、 間伐及び保育の標準的な方法では十分に目的を

達成でき ないと 見込まれる 森林については、 生育状況等を 考慮し 間伐及び保育の方法を 決定

するも のと する 。  
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第４  公益的機能別施業森林等の整備に関する 事項 

   １  公益的機能別施業森林の区域及び当該区域内における施業の方法 

     公益的機能別施業森林は、水源の涵
かん

養の機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき

森林、土地に関する災害の防止機能及び土壌の保全機能の維持増進を 図るための森林施業を 推

進すべき 森林、快適な環境の形成機能の維持増進を 図るための森林施業を 推進すべき 森林なら

びに保健文化機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき 森林の４ 区分に区域を 定め

る。  

     区域内において機能が重複する 場合は、それぞれの機能の発揮に支障のないよ う に森林施業

の方法を 定める 。  

 

（ １ ）  水源の涵
かん

養の機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき 森林 

【 水源涵
かん

養機能維持増進森林】  

ア 区域の設定 

    当該森林の区域を 別表１ のと おり 定める 。  

 

イ  施業の方法 

下層植生の維持を 図り つつ適正な森林の立木蓄積を 維持し 根茎の発達を 促すため、伐

期の長期化（ 標準伐期齢＋10 年以上） 及び伐採面積の縮小・ 分散を 図る （ 伐採後の更

新未完了の面積が連続し て 20ha を 超えないこ と ）。  

当該施業を 行う 森林の区域を 別表２ のと おり 定める。  

森林の伐期齢の下限 単位： 年 

ス ギ ヒ ノ キ マ ツ
ｽﾗｯｼｭﾏﾂ

ﾃー ﾀﾞ ﾏﾂ

そ の他針

葉樹
ク ヌ ギ

ザツ・ その

他広葉樹
アカ シア類

東峰村 45 50 40 30 40 20 25 18

樹　 　 　 　 　 　 　 種
区域

 

 

（ ２ ）  土地に関する災害の防止及び土壌の保全の機能、 快適な環境の形成の機能又は保健文化

機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき 森林その他水源涵
かん

養機能維持増進

森林以外の森林 

①【 山地災害防止／土壌保全機能維持増進森林】  

②【 快適環境形成機能維持増進森林】  

③【 保健文化機能維持増進森林】  

④【 その他の公益的機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき 森林】  

ア 区域の設定 

    当該森林の区域を 別表１ のと おり 定める 。  

イ  施業の方法 

①～③の公益的機能の維持増進を 特に図る べき 森林については、 択伐による複層林施業
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を 推進する 。 択伐によ る複層林施業は択伐率を 30% 以下（ 材積率） と し て、 維持材積を 7

割以上確保する も のと する 。 ただし 、 伐採後の造林を 人工植栽によ る 場合は、 択伐率を

40% 以下（ 材積率） と し て、 下層木を 除く 立木の材積が収量比数 0.75 以上と なる森林に

つき 、 伐採後の材積が収量比数 0.65 以下と なる よ う に伐採を 行う 。  

それ以外の森林については、 択伐以外の方法によ り 複層林へと 誘導するこ と と する 。  

択伐以外の方法による 複層林施業は伐採率を 70% 以下と し て、 維持材積を ５ 割以上確保

する も のと する 。  

また、 適切な伐区の形状・ 配置等によ り 、 伐採後の林分においてこ れら の機能の確保が

でき る森林については、 長伐期施業（ 標準伐期齢のおおむね２ 倍以上） を 推進すべき 森林

と し 、伐採に伴う 裸地の縮小及び分散を 図る（ 伐採後の更新未完了の面積が連続し て 20ha

を 超えないこ と と する ）。  

なお、 保健文化機能維持増進森林のう ち 、 特に地域独自の景観等が求めら れる 森林に

おいて、風致の優れた森林の維持又は造成のために特定の広葉樹を 育成する 森林施業を 推

進する。  

④の公益的機能の維持増進を 図る べき 森林については、 当該施業を 行う 森林の区域を

別表２ のと おり 定める 。  

長伐期施業を 推進すべき 森林の伐期齢の下限   単位： 年 

   

区域 

樹       種 

スギ ヒ ノ キ マツ ｽﾗｯｼｭﾏﾂ 

ﾃ ﾀーﾞ ﾏﾂ 

その他 

針葉樹 

ク ヌ ギ ザツ・ その他

広葉樹 

アカ シア類 

東峰村 70 80 60 40 60 20 30 18 

 

２  木材の生産機能の維持増進を 図る ための森林施業を 推進すべき 森林の区域及び当該区域内

における 施業の方法 

  木材の生産機能の維持増進を 図る森林【 木材生産機能維持増進森林】 の区域については、 材

木の生育に適し た森林、 林道等の開設状況から 効率的な森林施業が可能な森林、 木材生産機能

の評価区分が高い森林等、 個々の森林の立地条件、 森林の内容、 地域要請等から 見た一体的な

森林整備の観点を 踏まえて定める。  

公益的機能別施業森林と 重複する 際には、 その施業方法に準じ るこ と と する 。  

（ １ ）  区域の設定 

当該森林の区域を 別表１ のと おり 定める 。  

（ ２ ）  施業の方法 

木材等林産物を 持続的、 安定的かつ効率的に供給する ため、 生産目標に応じ た伐採方法等を

定める と と も に、 植栽によ る 確実な更新、 保育及び間伐等の実施、 森林施業の集約化、 路網整

備や機械化等を 通じ た効率的な森林整備を 推進する。  

なお、 特に効率的な森林施業が可能な森林の区域のう ち 、 人工林については、 薪炭材やほだ

木と し て利用するク ヌ ギやコ ナラ などの萌芽更新を 行う 森林を 除き 、原則と し て皆伐後には植

栽によ る 更新を 行う も のと する 。  



 21

   ３  その他必要な事項 

     ク ヌ ギやコ ナラ などを 薪炭材やほだ木と し て利用する 場合は、 伐採適齢期で伐採でき る も

のと する 。 ただし 、 森林の有する公益的機能の発揮に支障を き たさ ないよ う 早期に更新を 図

る も のと する。  

 

第５  委託を 受けて行う 森林の施業又は経営の実施の促進に関する 事項 

   １  森林の経営の受委託等によ る森林の経営の規模の拡大に関する方針 

      森林組合等へ造林、 保育及び間伐等の森林施業の委託を 促すこ と によ り 、 計画的な森林

施業を 図るこ と と する 。  

 

   ２  森林の経営の受委託等によ る森林の経営の規模の拡大を 促進する ための方策 

     ア 森林施業を 計画的、 効率的に行う ため、 村、 森林組合が地区集会等を 通し て森林所有

者に森林経営の受委託を 働き かける 。 また、 不在村森林所有者については、 ダイ レ ク ト

メ ール等を 利用し て、 森林の機能及び森林管理の必要性について普及啓発し 、 林業経営

参画の意欲拡大を 図る 。  

     イ  森林の経営の受託を 担う 林業経営体等の育成については、 高性能林業機械の積極的な

導入を 促すこ と によ り 作業の合理化、 効率化を 図る 一方、 施業の共同化によ る 経営基盤

の強化や、経営の多角化を 通じ た事業量の拡大による 組織運営の安定化、近代化を 図る。

また、 チェ ーン ソ ー研修や刈払機等の基本研修並びにプロ セッ サ等の高性能林業機械に

よる 材木集材などの高度な技術研修を 実施し 、 技術者の育成を 図る。  

あわせて、異業種から 林業への新規参入や女性労働者の活躍・ 定着等に取り 組む。  

さ ら に、 担い手を 受け入れる森林組合等の林業経営体に対し ては社会保険制度の

充実、 労働環境の改善を支援する も のと する。   

     ウ 施業の集約化に取り 組む者への森林の経営の受託などに必要な情報の提供や助言、 あ

っ せんや地域協議会の開催によ る 地域の合意形成等によ り 、 森林経営の委託の促進を 図

る。  

 

   ３  森林の経営の受委託等を 実施する 上で留意すべき 事項 

      森林経営受委託契約の締結によ り 、 長期的かつ安定的な森林経営を 実現する ため、  

     森林経営の受託者が森林の育成権及び一部立木の処分権、 森林の保護や作業路網の整備等

に関する 権限を 森林所有者から 委ねら れる よう にする こ と 。  

 

   ４  森林経営管理制度の活用に関する 事項 

       森林の経営管理（ 自然的経済的社会的諸条件に応じ た適切な経営又は管理を 持続的に行

う こ と を いう 。） を 森林所有者自ら が実行でき ない場合には、 村が経営管理の委託を 受け、

林業経営に適し た森林については意欲と 能力のある 林業経営者に再委託する と と も に、 林

業経営に至っ ていない森林については、 県の事業等も 活用する ほか、 村が自ら 経営管理を

実施する 森林経営管理制度の活用を 促進する。  
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   ５  その他必要な事項 

            該当なし  

 

第６  森林施業の共同化の促進に関する 事項 

   １  森林施業の共同化の促進に関する 方針 

 本村の森林所有者の 9 割は 5ha 未満の小規模所有者である 。 小規模な森林所有者が多い

本村で、 自己努力だけで伐採、 造林、 保育及び間伐等を 計画的に実施し 、 良質材の生産を

目指すこ と は困難である 。 こ のため、 施業の共同化を 促進し 、 合理的な林業経営を 推進す

る。  

  

森林施業共同化重点的実施地区の設定計画  （ 単位： ｈ ａ ）  

地区の名称 地区の所在 区域面積 

該当なし    

   

   

計   

 

   ２  施業実施協定の締結その他森林施業の共同化の促進方策 

様々な機会を 捉え、 森林所有者に森林管理の必要性について普及啓発し 、 森林施業の共同

化を 図る 。  

 

   ３  共同し て森林施業を 実施する上で留意すべき 事項 

    ア 森林経営計画を 共同で作成する 者（ 以下「 共同作成者」 と いう 。） は、 全員によ り 各年度

の当初に年次別の詳細な実施計画を 作成し て実施管理を 行う こ と と し 、 施業は共同で又は

意欲ある 林業経営体への委託により 実施するこ と 。  

    イ  作業路網その他の施設の維持運営は共同作成者の共同によ り 実施するこ と 。  

    ウ 共同作成者の一部が共同施業を 遵守し ないこ と によ り 、 他の共同作成者に不利益を 被ら

せるこ と がないよう 、 予め個々の共同作成者が果たすべき 責務等を 明ら かにする こ と 。  

     

   ４  その他必要な事項 

      該当なし  
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第７  作業路網その他森林の整備のために必要な施設の整備に関する 事項 

   １  効率的な森林施業を 推進するための路網密度の水準及び作業システムに関する 事項 

効率的な森林施業を 推進する ため、 林地の傾斜区分や搬出方法に応じ た路網密度の水準、 路網

と 高性能林業機械を 組み合わせた低コ スト で効率的な作業システムの基本的な考え方は以下の表

のと おり と する 。  

区分 作業システム 
路網密度 （ m ／ha）  

基幹路網 細部路網 合計 

緩傾斜地 

（ 0°～15°）  

車両系 

作業システム 
３ ５  ７ ５  １ １ ０  

中傾斜地 

（ 15°～30°）  

車両系 

作業システム 
２ ５  ６ ０  ８ ５  

架線系 

作業システム 
２ ５   ０  ２ ５  

急傾斜地 

（ 30°～35°）  

車両系 

作業システム 
１ ５  ４ ５ ＜３ ５ ＞ ６ ０ ＜５ ０ ＞ 

架線系 

作業システム 
１ ５   ５ ＜０ ＞ ２ ０ ＜１ ５ ＞ 

急峻地 

（ 35°～  ）  

架線系 

作業システム 
１ ０   ０  １ ０  

注１ ：「 架線系作業システム」 と は、 林内に仮設し たワイ ヤーロープに取り 付けた搬器等

を 移動さ せて木材を吊り 上げて集積するシステム。  

注２ ：「 車両系作業システム」 と は、 林内にワイ ヤーロープを仮設せず、 車両系の林業機

械で林内を 移動し ながら 木材を集積、 運搬するシステム。  

注３ ：「 急傾斜地」 の＜＞書き は、 広葉樹の導入による針広混交林化など育成複層林へ誘

導する森林における路網密度 

  

２  路網整備と 併せて効率的な森林施業を 推進する区域に関する 事項 

作業路網等の整備と 併せて効率的な森林施業を 推進する 区域（ 路網整備等推進区域） を 以

下の表のと おり 設定する。  

 

 

 

 

路網整備等推進区域 
面積

（ ha）  
開設予定路線 開設予定延長（ m ） 対図番号 備考 

大字福井字五駄 142 五駄・ 土師山 3,600 ① 
155～166, 

168 林班 
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３  作業路網の整備に関する事項 

（ １ ）  基幹路網に関する 事項 

 

ア 基幹路網の作設にかかる留意点 

 基幹路網については、 国が定める 林道規定、 県が定める 林業専用道作設指針に基づき 、 適切

な規格・ 構造の路網整備を 推進する 。  

イ  基幹路網の整備計画 

開設／

拡張 
種類 (区分) 

位置 

（ 字、

林班

等）  

路線名 

延長

（ ｍ）

及び箇

所数 

利用区域

（ ha）  

前半

５ ヶ

年の

計画

箇所 

対図

番号 
備考 

開設 自動車道 森林管理道 東峰村 五駄・ 土師山線 3,600 142 ○ ① 指定林道 

開設計    １ 路線 3,600 142    

拡張 
自動車道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 大日ヶ 岳線 2,600  ○ ②  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 釜床線 1,000   ③  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 湯ノ 谷吉木線 2,500  〇 ④  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 牟田白石線 3,000   ⑤  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 大日福井線 4,400   ⑥  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 釜割線 600   ⑦  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 土師山線 2,500   ⑧  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 第２ 大日福井線 3,800  ○ ⑨  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 竹布線 4,100  〇 ⑩  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 第一屋椎線 350  ○ ⑪  

拡張 
自 動 車 道

（ 改良）  
森林管理道 東峰村 城ヶ 迫線 2,500  ○ ⑫  

拡張計    １ １ 路線 27,350     



 25

ウ 基幹路網の維持管理に関する 事項 

 基幹路網の維持管理については、「 森林環境保全整備事業実施要領」（ 平成 14 年 3 月

29 日付け 13 林整整第 885 号林野庁長官通知）、「 民有林林道台帳について」（ 平成 8 年

5 月 16 日 8 林野基第 158 号林野庁長官通知） 等に基づき 、 管理者を 定め、 台帳を 作成

し 適切に管理するこ と と する。  

 

（ ２ ）  細部路網に関する 事項 

ア 細部路網の作設に係る 留意点 

 細部整備については、 県が定める 森林作業道作設指針に基づき 、 適切な規格・ 構造の

路網整備を 推進するこ と する。  

イ  細部路網の維持管理に関する事項 

 森林作業道が継続的に利用でき る よ う に適正に管理するこ と する。  

４  その他必要な事項 

山土場、 機械の保管庫、 土捨場等木材の合理的な搬出を 行う ために必要な施設は以下の表

のと おり である 。  

施設の種類 位置 規模 対図番号 番号 

該当なし      

 

第８  その他必要な事項 

   １  林業に従事する 者の養成及び確保に関する 事項 

本村の林家の大部分は経営規模が 10ha 未満の小規模所有者であり 、森林の財産保持的指向

が強いのが現状である 。 さ ら に長引く 不景気と 木材価格の低迷に、 益々林業に対する 関心を

失っ ており 、 林業後継者等の林業従事者が育たない状況にある 。  

  こ のため、 森林施業の共同化及び合理化を 進める と と も に、 林道、 作業道等の路網整備に

よ る生産コ スト 及び労働強度の低減を 図る こ と と する 。  

  また、 高性能林業機械の積極的な導入によ り 、 作業の合理化及び効率化に努める 一方、 森

林組合においては、 作業班の拡充や体質改善を 図り 、 地域林業の担い手と し て機能を 十分発

揮でき る よう 、 各種事業の積極的な取り 組みや雇用体制の向上に努めるこ と と する 。  

林業生産活動の停滞と と も に林業就業者の高齢化が進行し ている と こ ろ であり 、 適正な森

林整備を 進めていく ためには、 人材の確保と 育成定着のための労働環境の改善が必要と なっ

ている。  

    本村の林業は、 小規模経営でし かも 農業と の兼業がほと んど で、 農業の振興策と と も に林

業労働者の育成確保対策を 進める こ と が重要である。  

本村の林業の担い手である 森林組合においては、 施業の共同化によ る 経営基盤の強化や、

経営の多角化を 通じ た事業量の拡大を 図る こ と によ り 組織運営の安定化、 近代化を 図る 必要

があり 、 研修等の実施や雇用の長期化や社会保険等の加入促進のための普及及び啓発を 推進

し 、 労務班員の技術向上、 さ ら には労働条件の改善に努め、 雇用の安定化に努める こ と と す

る 。  
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あわせて、 異業種から 林業への新規参入や女性労働者の活躍・ 定着等に取り 組むこ と と す

る 。  

 

   ２  森林施業の合理化を 図る ために必要な機械の導入の促進に関する 事項 

本村は地形が急峻で、 所有形態が小規模であるため、 林家の経営は零細である。  

     また、 林業就労者の減少及び高齢化の傾向の中、 林業経営の向上を 図る ためには、 林業機

械化は必要不可欠と なっ ており 、 林道等の基盤整備と と も に傾斜地の多い地形条件や樹種等

に対応し た機械化の導入が重要な課題と なっ ている 。  

  こ のよ う なこ と から 、 高性能林業機械の導入、 林業における 安全性の確保及び生産コ スト

の低減を 推進する こ と と する。  

 

高性能林業機械を 主体と する 林業機械の導入目標 

     伐倒・ 造材・ 集材については第７ の１ に示す路網密度の水準から 架線系と 車両系を 選択す

る こ と と する。  

  

タ イプ毎のシステム 

タイプ  機  械  作  業  シ  ス  テ  ム 

 

架線系 

 

 伐   木 全 木 集 材 枝払・ 玉切・ 集積 積   込 運  材  

チェ ーンソ ー 集 材 機 

スイングヤーダ 

プロセッ サ 

ハーベスタ  

プロセッ サ 

グラッ プル 

ト ラッ ク  

    積 込 ・  運 材 
 

    グラッ プル付ト ラッ ク   

 

車両系 

 伐   木 木 寄 せ 枝払・ 玉切・ 集積 集   材 積  込 運  材  

 チェ ーンソ ー グラッ プル 

ウインチ 

プロセッ サ 

ハーベスタ  

フ ォワーダ 

林内作業車 

グラッ プル ト ラッ ク   

     積 込 ・  運 材 
 

      グラッ プル付ト ラッ ク   

 

     造林、 保育等についての林業機械の導入目標は下記のと おり と する 。  

作業の種類 現  状（ 参考）  将  来 

造 林 、

保育等 

地拵、 下刈 チェ ーン ソ ー 

刈払機 

チェ ーン ソ ー 

フ ォ ワーダ 

刈払機 

 

   ３  林産物の利用の促進のために必要な施設の整備に関する事項 

国内市場で最初に木材の譲受け等を する 木材関連事業者の取り 扱う 全ての木材が合法性確

認木材と なる よ う 合法伐採木材等の流通及び利用の促進に関する 法律（ 平成 28 年法律第 48

号） に基づき 、 木材関連事業者においては合法性の確認等を 実施し 、 合法性確認木材等の取扱

数量の増加等を 図る こ と と する 。  
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大字小石原鼓字戸有地区には、 菌床椎茸生産施設があり 、 年間生産量は８ ０ ト ン である 。 こ

の施設で生産さ れた椎茸は肉厚で味も 良いため人気があり 、 ブラ ン ド 化し つつある。 需要量も

増えてき ている ため、 施設を 増設し 生産量の増加を 図る 。  

 

   林産物の生産（ 特用林産物）・ 流通・ 加工販売施設の整備計画 

施設の種類 
現   状 計   画 

備 考 
位置 規模 対図番号 位置 規模 対図番号 

菌 床 椎 茸 栽 培

施設 
戸有 80 ト ン ⑮ 戸有 90 ト ン ⑮ 

 

 

 

Ⅲ  森林の保護に関する 事項 

第１  鳥獣害の防止に関する事項 

   １  鳥獣害防止森林区域及び当該区域内における 鳥獣害の防止の方法 

   （ １ ） 区域の設定 

      鳥獣害防止森林区域を 別表３ に定めるも のと する 。  

    別表３  

対象鳥獣の種類 森林の区域 面積（ ｈ ａ ）  

ニホンジカ  

小石原団地 1 林班～5 林班 （ 5）  453.09ha 

小石原鼓団地 6 林班～28 林班 （ 23）  981.76ha 

宝珠山団地 101 林班～148 林班（ 48）  1,123.27ha 

福井団地 149 林班～169 林班（ 21）  448.58ha 

 

   （ ２ ） 鳥獣害の防止の方法 

      ニホン ジカ によ る 被害対策については、 特に人工造林が予定さ れている 森林にて行う こ

と と する 。 また、 鳥獣害防止対策の実施に当たっ ては、 鳥獣保護管理施策や農業被害対策

等と 連携する。  

    ア 植栽木の保護措置 

      防護柵の設置及び維持管理、 幼齢木保護具の設置、 剥皮防止帯の設置、 現地調査等によ

る 森林のモニタ リ ン グ。 防護柵については、 改良等を 行いながら 被害防止効果の発揮を 図

るよう に努める 。  

    イ  捕獲 

      銃器も し く はわなによ り 捕獲を 実施する 。  

 

    ２  その他必要な事項 

       鳥獣害防止の方法の実施状況確認は現地調査や森林所有者等から の情報収集にて行う 。  
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第２  森林病害虫の駆除及び予防、 火災の予防その他の森林の保護に関する 事項 

    １  森林病害虫等の駆除及び予防の方法 

（ １ ）  森林病害虫等の駆除及び予防の方針及び方法 

病害虫等による 被害の早期発見及び早期駆除に努める 。  

 特に、 松く い虫によ る 被害について適確な防除手段の強化、 多様化を 推進し 、 被害の

状況等に応じ 、 被害跡地の復旧、 抵抗性を 有する マツ 又は他の樹種への計画的な転換を

推進する 。  

 また、 森林病害虫のまん延のために緊急に伐倒駆除する 必要が生じ た場合は、 伐採を

促進する こ と と する 。  

（ ２ ）  その他 

 東峰村、 農林事務所、 森林組合、 森林所有者等が連携し 、 被害対策や被害監視、 防除

実行を 行い、 早期発見及び早期駆除に努める。  

 

 

   ２  鳥獣害対策の方法（ 第１ に掲げる 事項を 除く 。）  

      イ ノ シシによ る森林被害については、 防護柵の設置等によ り 被害対策を 図る と と も  

に、 被害の実態を 把握し 、 その防止に向け銃器やわなによ る頭数管理などを 総合的 

かつ効果的に推進する 。  

      また、 鳥獣害防止森林区域外における 森林被害については、 被害の動向等を 踏まえ防除

や駆除対策を 図るこ と と する。  

 

   ３  林野火災の予防の方法 

      山火事等の森林被害を 未然に防止する ため、 林内歩道等の整備を 図り つつ、 森林巡視、

山火事警防等を 適時適切に実施する と と も に、 防火線、 防火樹帯の整備を 推進する 。  

 

   ４  森林病害虫の駆除等のための火入れを 実施する場合の留意事項 

     造林のための地ごし ら え、 開墾準備、 焼畑、 森林病害虫のために火入れを 行う 場合は、 村

長の許可を 必要と し て、 火入れを 行う 周囲１ ｋ m の森林所有者及び管理者に通知するも のと

する 。 また、 火入れを 行う 際は、 周囲の現況、 防火の設備の計画、 気象状況を 勘案し 、 周囲

に延焼のおそれのないよう に行う こ と と する。  

 

   ５  その他必要な事項 

（ １ ）  病虫害の被害を 受けている 等の理由により 伐採を 促進すべき 森林 

森林の区域 備    考 

該当なし   
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（ ２ ）  その他 

森林所有者等による 森林の巡視を 通じ て、 林野火災、 風水害、 病虫害、 獣害、 その他

の災害及び森林の汚染等の早期発見ある いは開発行為、 施設の破損等の発見に努める 。 

     特に、 保安林及び森林レ ク リ エーショ ン 地域並びに林野火災等の被害が多発する お

それのある 地域を 、 森林保全のために重点的に巡視する。  

 

Ⅳ  森林の保健機能の増進に関する 事項 

   １  保健機能森林の区域 

森林の所在 森林の林種別面積（ ｈ ａ ）  
備考 

位置 林小班 合 計 人工林 天然林 無立木地 竹 林 その他 

 

 

該当なし         

 

   ２  保健機能森林の区域内の森林における 造林、 保育、 伐採その他の施業の方法に関する 事項 

施業の区分 施  業  の  方  法 

造   林 
 伐採後は、 速やかに植裁又は更新作業を 行う こ と と し 、 ２ 年以内

に更新を 完了する も のと する 。  

保   育 
 景観の向上に資する よ う に、 必要に応じ てササの刈り 払いを 行う

も のと する 。  

伐   採  択伐を 原則と する。  

 

   ３  保健機能森林の区域内における 森林保健施設の整備に関する 事項 

（ １ ）  森林保健施設の整備 

施     設     の     整     備 

該当なし  

 

（ ２ ）  立木の期待平均樹高 

樹  種 期待平均樹高（ ｍ）  備               考 

ス ギ １ ６ .５ ｍ  

ヒ ノ キ １ ５ .０ ｍ  

注） 立木の期待平均樹高： その立木が標準伐期齢に達し たと き に期待さ れる 樹高 

 （ すでに標準伐期齢に達し ている 立木にあっ てはその樹高）  

 

４  その他必要な事項 

    該当なし  
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Ⅴ  その他森林の整備のために必要な事項 

   １  森林経営計画の作成に関する事項 

   （ １ ） 森林経営計画の記載内容に関する事項 

     森林経営計画の作成に当たっ ては、 次に掲げる事項について適切に計画するも のと する。  

ア Ⅱの第 2 の 3 の植栽によら なければ適確な更新が困難な森林における主伐後の植         

 栽 

イ  Ⅱの第 4 の公益的機能別施業森林等の整備に関する事項 

ウ Ⅱの第５ の 3 の森林の経営の受託等を 実施する 上で留意すべき 事項及びⅡの第６ の 3 の

共同し て森林施業を 実施する上で留意すべき 事項 

エ Ⅲの森林の保護に関する 事項 

 

（ ２ ） 森林法施行規則第３ ３ 条第１ 号ロの規定に基づく 区域 

区域名 林  班 区域面積（ ｈ ａ ）  

小石原団地 1 林班～5 林班（ 5）  453.09ha 

小石原鼓団地 6 林班～28 林班（ 23）  981.76ha 

宝珠山団地 101 林班～148 林班（ 48）  1,123.27ha 

福井団地 149 林班～169 林班（ 21）  448.58ha 

合  計 3,006.70ha 

 

２  生活環境の整備に関する事項 

 都市住民を 中心と し た U JI タ ーン 者等の定住を 促進する ため、 山村集落における労働環境、

生活環境の改善に努める。  

 

 

   ３  森林整備を 通じ た地域振興に関する事項 

      本村は、 里山林が多く 残さ れ身近な生き 物の生息・ 生育の場と なっ ていて、 村民の憩いの場

と なっ ている 。 こ のよう なこ と から 、 森林空間を 様々に利用する 様々な森林資源の整備や体験

交流事業を 促進する。   

 

   ４  森林の総合利用の推進に関する 事項 

本村は、広葉樹の大径木が点在する 優良な里山林が残さ れており 、村民の憩いの場になっ て

いる 。 こ のため、 里山林を 保全する と と も に自然散策などの住民の利用の拠点と なるよう 、 下

刈り 、 不良木の除去、 ぼう 芽更新、 特定広葉樹の植栽、 遊歩道等の整備を 行う こ と と する 。  

     また、 森林所有者、 林研グループ、 ボラ ン ティ ア活動団体等と 連携を 図り 定期的に森林整

備を 行う 。  
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     森林の総合利用施設の整備計画 

施設の種類 
現   状 将   来 

対図番号 
位  置 規  模 位  置 規  模 

該当なし       

 

   ５  住民参加による 森林の整備に関する事項 

（ １ ）  地域住民参加による取り 組みに関する 事項 

本村では、 都市住民と 村民の体験交流の場と し て活動する実行委員会が住民主体で組織

さ れており 、 里山林整備の一環と し て、 整理木等を 使用し た炭焼き 、 幼齢林の枝打ち 、 間

伐、 植樹等の体験イ ベン ト を 開催し 、 森林の持つ公益的機能や資源の循環利用について啓

発普及する 。  

また、 村内の小・ 中学生を はじ めと し た青少年に対し て、 自然の大切さ と ふる さ と への

親し みを 育むため、 公民館で行われる事業などまちづく り 参加プログラ ムの中に森林・ 林

業体験活動を 組み込み、 森林づく り への直接参加を 推進する 。  

（ ２ ）  上下流連携によ る取り 組みに関する 事項 

小石原・ 宝珠山・ 大肥川は本村を はじ め下流の筑後川の水源地域と し て重要な役割を 果

たし ている 。 こ のよう なこ と から 、 上下流間の協力による基金の造成や分収林契約を 利用

し た水源の森づく り など上下流連携による 取り 組みを 推進する こ と と する。  

（ ３ ）  その他 

該当なし  

 

６  森林経営管理制度に基づく 事業に関する 事項 

  管理さ れていないと 思われる 森林の所有者に対し て、 森林経営管理の意向調査を 行う 。 意

向調査は宝珠山団地よ り 開始し 、 概ね１ ０ 年の期間で村内全域を 実施する。  

 

計画期間内における 市町村森林経営管理事業計画 

区域 作業種 面積 備考 

該当なし     

 

   7 その他必要な事項 

保安林その他法令によ り 施業の制限を 受けている 森林においては当該制限に従っ て施業を

実施する こ と と する。  

また、 盛土等に伴う 災害を 防止する ために、 宅地造成及び特定盛土等規制法（ 昭和 36 年

法律第 191 号） に基づき 、 県知事等が指定する 規制区域の森林の土地においては、 県と 連携

し 、 制度を 厳正に運用する 。  



 32

【 別表１ 】  

区分 森林の区域 面積（ ha）  

水源の涵
かん

養
よ う

の機能の維持増進を 図る ため

の森林施業を 推進すべき 森林 

【 水源涵
かん

養機能維持増進森林】  

1～5 林班、 10 林班 93 小班、 11 林班

1～3,7～9 小班、 12 林班 2,3,9 小班、

13 林班 1,5 小班、 14 林班 1-1～2，

2-1， 4-1～4， 4-12～14,6-1～2， 7-1

～2， 7-4 小班、 21 林班 1,3,4,6～

9,11,14～16,18,20～22,24～

26,30,31,34,39,41,47,49,50,52,54,55,

59,61～64,66,68,71 小班、 22 林班 2

～4,6 小班、23 林班 6,8,21,71,81 小班、 

24 林班 1,6,8,9 小班、 25 林班 2,4,5,7

小班、 26 林班 4,8 小班、  

27 林班 7～9 小班、28 林班 1,3,5 小班、

119 林班 1 小班、  

127 林班 1 小班、 141 林班 1 小班 

467.77 

土地に関する 災害の防止及び土壌の保全

の機能の維持増進を 図る ための森林施業

を 推進すべき 森林 

【 山地災害防止／土壌保全機能維持増進

森林】  

該当なし   0 

快適な環境の形成の機能の維持増進を 図

るための森林施業を 推進すべき 森林 

【 快適環境形成機能維持増進森林】  

該当なし  0 

保健文化機能の維持増進を 図る ための森

林施業を 推進すべき 森林 

【 保健文化機能維持増進森林】  

 

 

42.17 

 

 生物多様性保全 該当なし  0 

 

 

保健文化機能維持増進 

森林    小 計 

 

 

5 林班 65,158 小班､ 

101 林班 36～40,43,49,51, 

53～55,57～59,62～65,67, 

70～71 小班､ 

165 林班 32～34,37～40, 

41-1,43～47,54～55 小班､ 

166 林班 1-2～3， 2～410,13, 

15～21 小班 

42.17 
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その他の公益的機能の維持増進を 図る た

めの森林施業を 推進すべき 森林 

該当無し  0 

木材の生産機能の維持増進を 図る ための

森林施業を 推進すべき 森林 

【 木材生産機能維持増進森林】  

 

 

 

 

 

      

1～28 林班､101～169 林班 

(5 林班 65,158 小班､ 

101 林班 36～40,43,49,51, 

53～55,57～59,62～65,67, 

70～71 小班､ 

165 林班 32～34,37～40, 

41-1,43～47,54～55 小班､ 

166 林班 1-2～3， 2～4,10,13, 

15～21 小班を 除く ) 

2937.90 

 う ち 、 特に効率的な森林施業が可能な

森林 

2～7,10～15,17,18, 

20～28,101～112,114～116,118～

121,124～145,148～152,154～

159,161～168 林班(5 林班 65,158

小班,101 林班 36～40,43,49,51,53

～55,57～59,62～65,67,70～71 小

班,165 林班 32～34,37～40,41-1,43

～47,54～55 小班,166 林班 1～

4,10,13,15～21 小班を 除く ) 

 2435.95 
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【 別表２ 】  

 

施業の方法 

森林の区域 面積（ ha）  

伐期の延長を 推進すべき 森林 1～5 林班（ 5 林班 65,158 小班を

除く ）、 10 林班 93 小班、 11 林

班 1～3,7～9 小班、12 林班 2,3,9

小班、 13 林班 1,5 小班、 14 林班

1-1～2， 2-1， 4-1～4， 4-12～

14,6-1～2， 7-1～2， 7-4 小班、  

21 林 班 1,3,4,6 ～ 9,11,14 ～

16,18,20 ～ 22,24 ～ 

26,30,31,34,39,41,47,49,50,52,5

4,55,59,61～64,66,68,71 小班、

22 林班 2～4,6 小班、 23 林班

6,8,21,71,81 小 班 、 24 林 班

1,6,8,9 小班、 25 林班 2,4,5,7 小

班、 26 林班 4,8 小班、 27 林班 7

～9 小班、28 林班 1,3,5 小班、119

林班 1 小班、127 林班 1 小班、141

林班 1 小班 

448.13 

長伐期施業を 推進すべき 森林 該当なし  0 

複層林 施業 を 推 進

すべき 森林 

複層林 施業を 推進

すべき 森林（ 択伐に

よるも のを 除く ）  

5 林班 65,158 小班､ 

101 林班 36～40,43,49,51, 

53～55,57～59,62～65,67, 

70～71 小班､ 

165 林班 32～34,37～40, 

41-1,43～47,54～55 小班､ 

166 林班 1-2～3， 2～4 ,10,13, 

15～21 小班 

42.17 

択伐に よ る 複 層林

施業を 推進す べき

森林 

該当なし  0 

特定広葉樹の育成を 行う 森林施業を 推進

すべき 森林 

該当なし  0 

 



２　参考資料

（１）　人口及び就業構造

　　①　年齢層別人口動態

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

実数 2020年 1,978 868 1,056 184 90 94 151 80 71 206 102 104 489 237 252 869 359 510

2015年 2,174 987 1,187 222 114 108 202 95 107 245 128 117 624 318 306 881 332 549

(人) 2010年 2,432 1,132 1,300 253 131 122 250 129 121 262 139 123 744 386 358 923 347 576

構成比 2020年 100.0 100.0 97.6 9.3 10.4 8.9 7.6 9.2 6.7 10.4 11.8 9.8 24.7 27.3 23.9 43.9 41.4 48.3

2015年 100.0 100.0 100.0 10.2 11.6 9.1 9.3 9.6 9.0 11.3 13.0 9.9 28.7 32.2 25.8 40.5 33.6 46.3

（％） 2010年 100.0 100.0 100.0 10.4 11.6 9.4 10.3 11.4 9.3 10.8 12.3 9.5 30.6 34.1 27.5 38.0 30.7 44.3

（注）１．資料は国勢調査とする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

　　　３．総数の計の（　　　）内には各年次の比率を記入する。

　　②　産業部門別就業者数等

実数 2020年 993

2015年 1,122

(人) 2010年 1,156

構成比 2020年 100.0

2015年 100.0

（％） 2010年 100.0

（注）１．資料は国勢調査とする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

（２）　土地利用

総土地

面 積
果 樹

園
茶 園 桑 園

実数 2020年 5,197 0 0 0 0 4,341 4,341

2015年 5,197 320 246 34 40 40 0 0 0 4,413 4,413

（ｈａ） 2010年 5,193 4,411 4,411

構成比 100.0

100.0

（％） 100.0

（注）１．資料は農林業センサスとする。

　　　２．年次は、結果が公表されている最近３回の国勢調査年次とする。

　　　３．「林野面積」について調査が行われない年次については空欄とする。

　　　４．「草地面積」は、「永久牧草地」「採草地」「放牧地」の計を記入する。ただし、「山林のうち採草地、放牧地」は除く。

　　　５．構成比は、空欄のない最近年次について算出する。

そ
の
他
面
積

うち木材・
木製品製
造業

第３次産業第２次産業

33.5

333

329

341

511

579

618

0 51.6

53.5

17.8

15.7

1.2

1.3 0

29.3

29.5

19.1

17.0

14.1

15

0.9

182

４ ５ ～ ６ ４ 歳

214

農業

14 0

140

200

197

15.0

0

0 51.5

６ ５ 歳 以 上０ ～ １ ４ 歳 １ ５ ～ ２ ９ 歳 ３ ０ ～ ４ ４ 歳

149

林業

9 0

漁業 小計

年次

総数年次

総 数

第１次産業

年 次

計
森
林

原
野

林 野 面 積耕 地 面 積

樹 園 地

畑計 田

草
地
面
積



（３）　森林転用面積

ゴ ル フ 場 ・

レ ジ ャ ー

用 地

ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ ｈａ

2020年 0

2015年 0

2010年 0

（注）１．資料は農林業センサスによる。

　　　２．年次は公表されている最近３回の調査年次とする。

（４）　森林資源の現況等

　①　保有者形態別森林面積

面 積 （ A ） 比 率 計 人 工 林 (B) 天 然 林

ｈａ ％ ｈａ ｈａ ｈａ

1,633.04 175 2850.17 2490.24 359.93

1,361.43 1,293.06 972.73 320.33

71.61

0.56 100 0.56 0.36 0.2

71.05 92 65.42 48.03 17.39

0

200.00 7 14 2441.85 0

　　　３．私有林には、社寺有林、組合有林、造林公社造林地、入会林野を含める。

　②　在（市町村）者・不在（市町村）者別私有林面積

計 県 内 県 外

実 数 2020年

2015年

ｈａ 2010年

構 成 比 年 （　100　） （　　　　　） （　　　　　）

年 （　100　） （　　　　　） （　　　　　）

％ 年 （　100　） （　　　　　） （　　　　　）
（注）１．資料は農林業センサスとする。
　　　２．年次は公表されている最近３回の調査年次とする。
　　　３．構成比（　　）は、不在（市町村）者の森林所有者面積の県内、県外比率とする。

人口林率
（B/A)

（注）１．国有林については森林管理局の資料により、民有林については地域森林計画の市町村別森林資源表及び
　　　　　都道府県の林業統計書等をもとに推計して記入する。

　　　２．官行造林地は「国有林」欄に、県行造林地等は「都道府県有林」欄に（）書きで内数として記載するとともに、
　　　　　部分林及び分収林は造林者が保有しているものとして記入する等実質的な経営主体により区分して記入
　　　　　する。学校林は市町村有林とする。

総 面 積 立 木 地

年 次 私 有 林 合 計
在 （ 市 町 村 ） 者

所 有 面 積

市 町 村 有 林

財 産 区 有 林

100.0

100.0

100.0

2,949

2,961

2,958

農 用 地 公 共 用 地 そ の 他年 次 総 数
工 場 ・ 事 業
場 用 地

住 宅 ・ 別 荘
用 地

不 在 （ 市 町 村 ） 者 の 森 林 所 有 面 積

国 有 林

総 数

保 有 形 態

公 有 林

私 有 林

計

都 道 府 県 有 林



　③　民有林の齢級別面積 単位　面積：ｈａ

総数

11

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 以上

民 有 林 計 3,006.70 22.74 127.57 158.53 59.88 156.64 100.42 65.17 102.26 118.47 219.9 1,875.12

人 工 林 計 2,490.24 22.24 118.21 141.48 50.25 137.76 86.76 60.76 95.14 113.20 207.05 1,457.39

ス ギ 1,884.59 8.85 95.95 87.12 29.55 84.31 43.83 35.73 69.20 89.77 156.29 1,183.99

ヒ ノ キ 510.02 0.37 5.16 37.72 15.06 50.62 40.28 21.57 21.28 17.84 36.57 263.55

そ の 他 95.63 13.02 17.10 16.64 5.64 2.83 2.65 3.46 4.66 5.59 14.19 9.85

天 然 林 計 359.93 0.50 9.36 17.05 9.63 18.88 13.66 4.41 7.12 5.27 12.85 261.20

（ 備 考 ）

（注）１．地域森林計画の資料（森林資源構成表）を参考として記入する。

　④　保有山林面積規模別林家数

林家数

0 25 2

196 12 2

61 3 0

301

（注）資料は農林業センサスとする。

　⑤　作業路網の状況

　　　　　（ア）　基幹路網の現況

備考

　　　　　（イ）  細部路網の現況

備考

（５）　計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在

齢級

（注）１．過去の施業履歴等を勘案し、記載するものとする。

（注）２．森林の所在は林小班等により表示する。

齢級

延 長 （ ｋ ｍ ）

48

63639

樹種 森林の所在

別紙のとおり

区 分

森 林 作 業 道

路 線 数 延 長 （ ｋ ｍ ）

23010.5

面積規模

１０～２０ｈａ

２０～３０ｈａ

３０～５０ｈａ

１００～５００ｈａ

５００ｈａ以上

　　～　１ｈａ

　１～　５ｈａ

　５～１０ｈａ

総　　　　　数

　５０～１００ｈａ

区 分

う ち
林 業 専 用 道

基 幹 路 網

路 線 数

20

--



（６）　市町村における林業の位置付け

　①　産業別総生産額 （単位：１００万円）

内訳

　②　製造業の事業所数、従業者数、現金給与総額

（2017年現在）

（注）１．最近年の工業統計表の「市町村編」による。

　　　２．製造業には、林業が含まれない。
　　　３．木材、木製品製造業の定義は、「産業分類」（総務省）による
　　　　　ものであり、製材業、合板製造業等が含まれる。

17,008

0

0%

全 製 造 業 （ A ）
うち木材・木製品製造業
（ B ）

従業者数（人）

6

0

0%

63

0

0%B/A　

事業所数 現金給与総額（万円）

（注）都道府県別産
業別総生産額は、
内閣府「県民経済
計算年報」に掲載
されている。これに
準ずる方法により
算定される市町村
別の数値を記載す
る。B+C/A  

総生産額（A） 5,604

156

1,761

3,687

％

第３次産業 

第１次産業 

第２次産業 

うち林業（B)

うち木材・木製品製造業（C)



（７）　林業関係の就業状況

（　2018年3月31日現在）

1 34

1 159

0

1 8

1 1

（８）　林業機械等設置状況

総数 公有林 森林組合 会社 個人 その他

2

0

0

1

1

1

20

16

41

0

（注）１．林業機械等の種類は適宜追加する。

　　　２．単位は、林業機械等の種類により適宜定める。

組合・事
業 者 数

区 分

就業者数

モノレール

森 林 組 合

生 産 森 林 組 合

素 材 生 産 業

森 林 管 理 署

製 材 業

区　　　　　　　　分

クローラタイプトラクタ

フォークローダ

ホイールタイプトラクタ

合 計

育林用トラクタ

フォークリフト

苗畑用トラクタ

集材機

計

タワーヤーダ

フォワーダ

ハーベスタ

グラップルソー

動力枝打機

モノケーブル

リモコンウィンチ

自走式搬器

運材車

プロセッサ

スキッダ

フェラーバンチャ

〃

＜高性能機械＞

クレーン

クレーン付きトラック

動力枝打機

刈払い機

植穴掘機

ショベル系掘削機

チェンソー

トラクタショベル

計

搬出、育林等にかかる土工用

背負い式等の上記以外のもの

ﾄﾗｯｸｸﾚｰﾝ,ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ,ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙｸﾚｰﾝ

上記でクレーン付きのもの

搬出、育林等にかかる土工用

携帯式刈払い機

伐木,造材用

うち作業員数

19

5

120

備　　考

（名称：小石原生産森林組合）

（名称：朝倉森林組合　）

備　　　　　　　　　　　　　　考

巻立・玉切り自走式機械

枝払、玉切、集積用自走式

伐倒、枝払、玉切、集積用自走機

積載式集材車両

タワー付き集材機

伐倒、木揃用の自走式

索引式集材車両

ジグザグ集材施設

無線操縦等による木寄機

リモコン操作による巻上げ搬器

林内作業車

主として索引式集材用

自動木登り式

上記でクローラタイプのもの

主として地拵等の育林作業用

懸垂式含む



（９）　林産物の生産概況
種類

乾 生 加工 青果
ｍ３ ｍ３ 千本 kg ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ ｋｇ

244 66304 24 471 176
0.98 36.47 0 0.09 0.03

（注）１．最近１年間の生産について記入する。
　　　２．その他の品目があれば、欄を設けて記入する。

(10)　森林経営管理制度による経営管理権の設定状況

番号

（11）その他必要なもの

所在
現況

（面積、樹種、林齢、材積等）
経営管理実施権

設定の有無

該当無し

生 産 量
生産額（百万円）

チップ素材
しいたけ たけのこ

木炭なめこ苗木



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 1/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
007 007 01 00 すぎ 4
024 019 00 01 すぎ 4
024 025 06 00 すぎ 4
024 026 00 01 すぎ 4
027 001 03 00 すぎ 4
027 006 00 00 すぎ 4
028 042 02 00 すぎ 4
028 044 02 00 すぎ 4
028 075 01 00 すぎ 4
028 075 05 00 すぎ 4
116 030 02 00 すぎ 4
116 044 02 00 すぎ 4
116 081 00 00 すぎ 4
116 082 00 00 すぎ 4
116 083 00 00 すぎ 4
118 004 01 00 すぎ 4
118 008 01 00 すぎ 4
119 042 03 00 すぎ 4
119 057 08 01 すぎ 4
119 057 09 01 すぎ 4
119 057 09 02 すぎ 4
120 022 00 01 すぎ 4
120 036 03 00 すぎ 4
121 023 00 00 すぎ 4
121 026 00 00 すぎ 4
121 033 03 00 すぎ 4
121 034 00 00 すぎ 4
121 035 01 00 すぎ 4
121 037 00 00 すぎ 4
121 039 01 01 すぎ 4
121 051 00 01 すぎ 4
121 061 00 01 すぎ 4
121 062 02 00 すぎ 4
121 063 02 00 すぎ 4
124 001 08 00 すぎ 4
124 003 06 00 すぎ 4
124 005 04 00 すぎ 4
124 026 00 00 すぎ 4
124 038 03 01 すぎ 4
124 040 02 01 すぎ 4
124 059 00 00 すぎ 4
124 060 00 00 すぎ 4
124 075 00 00 すぎ 4
125 023 01 01 すぎ 4
125 036 02 02 すぎ 4
125 038 04 02 すぎ 4
125 058 00 00 すぎ 4
125 059 03 01 すぎ 4
125 059 05 01 すぎ 4
125 072 01 01 すぎ 4
125 088 01 00 すぎ 4
125 088 03 00 すぎ 4
125 089 01 00 すぎ 4
125 089 03 00 すぎ 4
125 097 01 00 すぎ 4
125 098 00 01 すぎ 4
125 099 00 01 すぎ 4



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 2/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
127 073 00 00 すぎ 4
127 074 00 00 すぎ 4
127 075 01 00 すぎ 4
127 075 02 00 すぎ 4
127 076 02 00 すぎ 4
127 080 01 00 すぎ 4
127 088 00 00 すぎ 4
127 089 02 00 すぎ 4
127 091 00 00 すぎ 4
127 092 00 00 すぎ 4
127 093 01 00 すぎ 4
127 094 00 00 すぎ 4
127 095 00 00 すぎ 4
127 096 00 00 すぎ 4
127 098 03 00 すぎ 4
127 104 01 00 すぎ 4
127 104 04 00 すぎ 4
127 105 03 00 すぎ 4
127 106 04 00 すぎ 4
127 107 03 01 すぎ 4
127 109 04 01 すぎ 4
128 026 01 00 すぎ 4
128 028 05 00 すぎ 4
128 032 02 00 すぎ 4
133 023 01 00 すぎ 4
133 026 02 00 すぎ 4
133 027 05 00 すぎ 4
133 028 00 01 すぎ 4
133 029 01 00 すぎ 4
133 030 00 00 すぎ 4
133 089 00 00 すぎ 4
133 098 00 00 すぎ 4
134 015 01 01 すぎ 4
135 055 05 00 すぎ 4
135 060 04 00 すぎ 4
135 060 05 00 すぎ 4
136 009 01 00 すぎ 4
136 010 02 00 すぎ 4
136 022 03 00 すぎ 4
138 021 03 00 すぎ 4
138 023 00 00 すぎ 4
138 024 00 00 すぎ 4
140 001 02 00 すぎ 4
140 006 01 00 すぎ 4
140 007 01 00 すぎ 4
140 035 06 00 すぎ 4
141 018 05 00 すぎ 4
142 015 01 00 すぎ 4
148 087 00 01 すぎ 4
152 005 00 00 すぎ 4
152 007 00 00 すぎ 4
152 081 00 00 すぎ 4
152 082 00 00 すぎ 4
154 054 00 00 すぎ 4
154 083 02 00 すぎ 4
156 080 02 00 すぎ 4
006 060 02 00 すぎ 5



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 3/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
010 040 01 00 すぎ 5
012 001 00 00 すぎ 5
012 056 00 00 すぎ 5
013 066 00 00 すぎ 5
013 067 00 00 すぎ 5
013 068 00 00 すぎ 5
020 155 03 00 すぎ 5
027 027 04 00 すぎ 5
027 046 00 01 すぎ 5
028 049 07 00 すぎ 5
121 078 01 00 すぎ 5
121 079 00 00 すぎ 5
127 109 03 00 すぎ 5
127 110 01 00 すぎ 5
127 111 08 00 すぎ 5
133 102 00 00 すぎ 5
135 077 02 00 すぎ 5
137 015 00 00 すぎ 5
140 030 00 00 すぎ 5
142 043 04 01 すぎ 5
151 087 00 00 すぎ 5
152 063 04 00 すぎ 5
152 080 02 00 すぎ 5
156 055 03 02 すぎ 5
157 020 06 00 すぎ 5
157 020 07 00 すぎ 5
007 008 03 00 すぎ 6
010 033 01 00 すぎ 6
012 045 04 00 すぎ 6
017 031 00 00 すぎ 6
023 188 02 00 すぎ 6
023 189 06 00 すぎ 6
023 189 07 00 すぎ 6
024 046 06 00 すぎ 6
028 015 10 00 すぎ 6
028 071 01 00 すぎ 6
028 098 01 00 すぎ 6
115 005 01 00 すぎ 6
115 006 00 00 すぎ 6
118 037 02 00 すぎ 6
118 037 03 00 すぎ 6
119 008 02 00 すぎ 6
120 002 03 00 すぎ 6
121 028 00 00 すぎ 6
125 076 08 00 すぎ 6
126 003 02 00 すぎ 6
126 003 03 00 すぎ 6
126 003 06 00 すぎ 6
126 012 03 02 すぎ 6
126 014 01 02 すぎ 6
126 039 03 01 すぎ 6
127 098 02 00 すぎ 6
129 042 04 00 すぎ 6
129 042 05 00 すぎ 6
131 066 00 00 すぎ 6
131 067 00 00 すぎ 6
131 069 00 00 すぎ 6



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 4/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
131 070 00 00 すぎ 6
133 078 00 00 すぎ 6
133 080 00 00 すぎ 6
133 082 00 00 すぎ 6
133 099 02 00 すぎ 6
133 100 02 00 すぎ 6
133 118 02 00 すぎ 6
133 143 01 00 すぎ 6
134 012 02 00 すぎ 6
134 013 02 00 すぎ 6
134 015 02 00 すぎ 6
134 015 03 00 すぎ 6
134 017 05 01 すぎ 6
134 051 01 00 すぎ 6
135 028 04 00 すぎ 6
135 031 02 00 すぎ 6
135 038 02 00 すぎ 6
136 003 01 00 すぎ 6
136 008 02 00 すぎ 6
139 004 03 00 すぎ 6
139 006 01 00 すぎ 6
139 046 02 00 すぎ 6
139 053 05 00 すぎ 6
139 054 01 00 すぎ 6
139 054 06 00 すぎ 6
140 084 01 00 すぎ 6
140 091 03 00 すぎ 6
140 096 01 00 すぎ 6
140 096 02 00 すぎ 6
140 097 01 00 すぎ 6
140 117 02 00 すぎ 6
141 013 03 00 すぎ 6
141 014 00 00 すぎ 6
141 028 05 00 すぎ 6
141 028 06 00 すぎ 6
141 028 07 00 すぎ 6
141 037 05 00 すぎ 6
142 002 02 01 すぎ 6
142 028 04 02 すぎ 6
142 036 02 00 すぎ 6
143 005 05 02 すぎ 6
143 037 07 00 すぎ 6
143 037 09 00 すぎ 6
149 011 07 00 すぎ 6
149 013 04 00 すぎ 6
149 043 05 00 すぎ 6
149 055 02 00 すぎ 6
149 055 03 00 すぎ 6
150 018 00 01 すぎ 6
150 019 00 01 すぎ 6
150 030 00 01 すぎ 6
151 001 02 00 すぎ 6
152 020 03 00 すぎ 6
152 022 03 01 すぎ 6
152 067 03 01 すぎ 6
152 069 01 01 すぎ 6
152 070 04 01 すぎ 6



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 5/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
152 070 05 01 すぎ 6
152 076 03 01 すぎ 6
154 016 01 00 すぎ 6
154 016 03 00 すぎ 6
154 021 01 00 すぎ 6
154 021 04 00 すぎ 6
154 056 04 00 すぎ 6
154 067 03 00 すぎ 6
154 071 02 01 すぎ 6
154 082 02 00 すぎ 6
154 082 04 00 すぎ 6
154 084 02 01 すぎ 6
155 026 04 00 すぎ 6
155 036 06 00 すぎ 6
156 001 04 01 すぎ 6
156 034 02 00 すぎ 6
156 034 03 00 すぎ 6
159 027 03 00 すぎ 6
161 043 00 00 すぎ 6
161 044 03 00 すぎ 6
161 044 04 00 すぎ 6
161 049 04 00 すぎ 6
161 053 05 00 すぎ 6
161 061 03 00 すぎ 6
161 093 01 00 すぎ 6
161 099 00 00 すぎ 6
007 017 04 00 すぎ 7
007 026 03 00 すぎ 7
007 032 03 00 すぎ 7
010 108 02 00 すぎ 7
014 045 00 00 すぎ 7
020 137 02 00 すぎ 7
023 081 05 00 すぎ 7
023 100 06 00 すぎ 7
023 101 04 00 すぎ 7
023 101 05 00 すぎ 7
023 194 00 00 すぎ 7
023 195 00 00 すぎ 7
023 196 00 00 すぎ 7
024 043 11 00 すぎ 7
026 006 00 00 すぎ 7
028 017 02 00 すぎ 7
028 019 04 00 すぎ 7
028 111 02 00 すぎ 7
028 112 04 00 すぎ 7
028 119 03 00 すぎ 7
028 120 01 01 すぎ 7
115 001 02 00 すぎ 7
121 073 01 01 すぎ 7
124 053 07 00 すぎ 7
125 072 05 00 すぎ 7
125 073 01 00 すぎ 7
125 074 00 00 すぎ 7
126 012 04 00 すぎ 7
126 012 08 00 すぎ 7
127 114 02 02 すぎ 7
129 013 05 00 すぎ 7



計画期間内において間伐を実施する必要があると認められる森林の所在（すぎ） 6/11

林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
135 015 05 00 すぎ 7
139 026 00 00 すぎ 7
139 027 00 00 すぎ 7
140 029 05 00 すぎ 7
140 060 01 01 すぎ 7
140 067 05 00 すぎ 7
142 010 04 00 すぎ 7
152 024 04 00 すぎ 7
152 063 05 00 すぎ 7
154 011 02 02 すぎ 7
154 011 03 02 すぎ 7
154 056 01 00 すぎ 7
154 079 00 00 すぎ 7
155 034 03 01 すぎ 7
155 039 02 01 すぎ 7
155 040 01 00 すぎ 7
156 063 06 00 すぎ 7
157 028 00 00 すぎ 7
159 017 03 00 すぎ 7
159 028 04 02 すぎ 7
161 018 03 00 すぎ 7
007 017 02 00 すぎ 8
007 017 03 00 すぎ 8
007 018 02 00 すぎ 8
007 029 02 00 すぎ 8
007 032 02 00 すぎ 8
020 009 02 00 すぎ 8
023 150 00 00 すぎ 8
023 152 00 00 すぎ 8
023 153 00 01 すぎ 8
023 193 03 00 すぎ 8
023 193 04 00 すぎ 8
026 003 02 00 すぎ 8
026 004 04 00 すぎ 8
026 040 01 00 すぎ 8
026 046 02 00 すぎ 8
028 061 03 01 すぎ 8
028 062 00 00 すぎ 8
028 064 02 01 すぎ 8
028 068 03 00 すぎ 8
028 069 03 00 すぎ 8
028 070 02 00 すぎ 8
028 075 03 00 すぎ 8
028 075 04 00 すぎ 8
115 001 01 00 すぎ 8
119 003 04 00 すぎ 8
121 043 01 00 すぎ 8
121 044 02 00 すぎ 8
121 044 03 00 すぎ 8
121 124 00 00 すぎ 8
121 125 00 00 すぎ 8
124 049 00 00 すぎ 8
124 079 00 00 すぎ 8
125 026 02 00 すぎ 8
125 031 03 00 すぎ 8
125 033 02 00 すぎ 8
125 034 00 00 すぎ 8
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
125 052 03 00 すぎ 8
128 020 00 00 すぎ 8
128 021 04 00 すぎ 8
128 057 07 00 すぎ 8
131 005 03 00 すぎ 8
131 048 02 00 すぎ 8
132 032 02 00 すぎ 8
135 029 02 00 すぎ 8
135 030 02 00 すぎ 8
135 056 01 00 すぎ 8
135 078 00 00 すぎ 8
137 038 03 00 すぎ 8
138 052 00 00 すぎ 8
138 057 01 00 すぎ 8
143 011 06 00 すぎ 8
143 037 04 00 すぎ 8
149 007 04 00 すぎ 8
149 007 06 00 すぎ 8
150 034 02 00 すぎ 8
154 051 02 00 すぎ 8
154 052 02 00 すぎ 8
154 055 03 00 すぎ 8
155 029 05 00 すぎ 8
155 030 02 00 すぎ 8
155 031 02 00 すぎ 8
155 032 03 00 すぎ 8
155 033 02 00 すぎ 8
155 034 04 00 すぎ 8
155 046 03 00 すぎ 8
155 047 03 00 すぎ 8
155 048 01 00 すぎ 8
156 001 08 00 すぎ 8
156 001 09 00 すぎ 8
159 028 02 00 すぎ 8
159 028 05 00 すぎ 8
161 028 02 00 すぎ 8
020 096 01 00 すぎ 9
020 096 03 00 すぎ 9
020 119 03 00 すぎ 9
020 133 02 00 すぎ 9
020 135 00 00 すぎ 9
020 154 04 00 すぎ 9
020 176 00 00 すぎ 9
020 177 00 00 すぎ 9
020 190 01 00 すぎ 9
020 204 01 00 すぎ 9
020 204 02 00 すぎ 9
020 210 00 00 すぎ 9
022 073 00 00 すぎ 9
023 049 01 00 すぎ 9
023 101 02 00 すぎ 9
023 173 01 00 すぎ 9
025 064 00 00 すぎ 9
026 022 02 00 すぎ 9
026 022 06 00 すぎ 9
027 037 02 00 すぎ 9
114 051 00 00 すぎ 9
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
114 061 00 00 すぎ 9
116 078 00 00 すぎ 9
119 061 00 00 すぎ 9
121 068 04 00 すぎ 9
121 120 00 00 すぎ 9
121 121 00 00 すぎ 9
121 122 00 00 すぎ 9
121 123 00 00 すぎ 9
124 004 02 00 すぎ 9
124 013 05 00 すぎ 9
124 057 00 00 すぎ 9
124 072 00 00 すぎ 9
124 073 00 00 すぎ 9
124 074 00 00 すぎ 9
126 010 00 00 すぎ 9
126 029 02 00 すぎ 9
130 005 02 00 すぎ 9
130 007 03 00 すぎ 9
130 053 03 00 すぎ 9
130 078 02 00 すぎ 9
131 053 00 00 すぎ 9
131 054 00 00 すぎ 9
131 055 00 00 すぎ 9
131 057 03 00 すぎ 9
134 034 03 00 すぎ 9
134 038 01 00 すぎ 9
135 048 03 00 すぎ 9
135 049 03 01 すぎ 9
135 060 02 01 すぎ 9
136 022 06 01 すぎ 9
138 040 01 01 すぎ 9
138 042 04 00 すぎ 9
139 016 04 00 すぎ 9
140 004 01 00 すぎ 9
140 004 02 00 すぎ 9
140 029 04 00 すぎ 9
140 029 06 00 すぎ 9
140 038 03 00 すぎ 9
140 051 01 00 すぎ 9
140 051 03 00 すぎ 9
140 051 04 00 すぎ 9
140 053 02 00 すぎ 9
140 089 02 00 すぎ 9
145 048 00 00 すぎ 9
149 016 00 00 すぎ 9
149 017 00 00 すぎ 9
149 024 00 00 すぎ 9
149 028 00 00 すぎ 9
149 068 00 00 すぎ 9
149 069 00 00 すぎ 9
149 070 00 00 すぎ 9
149 071 00 00 すぎ 9
149 072 00 00 すぎ 9
149 073 00 00 すぎ 9
149 079 00 00 すぎ 9
150 002 03 01 すぎ 9
150 033 00 00 すぎ 9
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
151 056 00 00 すぎ 9
151 077 00 00 すぎ 9
155 004 01 00 すぎ 9
155 013 02 01 すぎ 9
156 058 02 00 すぎ 9
159 008 03 00 すぎ 9
159 040 02 00 すぎ 9
159 042 00 00 すぎ 9
161 082 01 00 すぎ 9
161 087 01 00 すぎ 9
167 021 02 00 すぎ 9
168 021 02 00 すぎ 9
020 212 00 00 すぎ 10
021 037 01 00 すぎ 10
022 040 00 01 すぎ 10
022 070 01 00 すぎ 10
023 010 00 00 すぎ 10
023 106 01 00 すぎ 10
023 112 00 00 すぎ 10
023 123 03 00 すぎ 10
023 126 02 00 すぎ 10
023 144 03 00 すぎ 10
026 091 03 00 すぎ 10
027 014 00 00 すぎ 10
114 039 00 00 すぎ 10
116 071 00 00 すぎ 10
116 072 00 00 すぎ 10
116 073 00 00 すぎ 10
116 074 00 00 すぎ 10
116 077 00 00 すぎ 10
116 079 00 00 すぎ 10
116 080 00 00 すぎ 10
118 008 05 00 すぎ 10
119 026 02 00 すぎ 10
119 031 00 00 すぎ 10
120 036 01 00 すぎ 10
120 036 02 00 すぎ 10
121 033 02 00 すぎ 10
121 042 02 00 すぎ 10
124 039 00 00 すぎ 10
124 061 00 00 すぎ 10
125 059 02 00 すぎ 10
125 059 04 00 すぎ 10
125 095 00 00 すぎ 10
126 035 01 00 すぎ 10
126 035 02 00 すぎ 10
126 041 00 00 すぎ 10
126 042 00 00 すぎ 10
126 043 00 00 すぎ 10
126 044 00 00 すぎ 10
127 005 02 00 すぎ 10
127 044 00 00 すぎ 10
127 045 00 00 すぎ 10
127 047 04 00 すぎ 10
127 048 02 00 すぎ 10
127 086 00 00 すぎ 10
128 026 02 00 すぎ 10
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
128 032 04 00 すぎ 10
128 035 03 00 すぎ 10
128 057 06 00 すぎ 10
129 029 04 00 すぎ 10
129 030 00 00 すぎ 10
129 041 04 00 すぎ 10
129 051 00 00 すぎ 10
129 052 00 00 すぎ 10
130 023 01 00 すぎ 10
131 013 02 00 すぎ 10
131 014 00 00 すぎ 10
131 019 04 00 すぎ 10
131 061 01 00 すぎ 10
132 035 01 00 すぎ 10
132 035 02 00 すぎ 10
132 065 02 00 すぎ 10
133 073 02 00 すぎ 10
133 103 01 00 すぎ 10
133 104 00 00 すぎ 10
134 050 01 00 すぎ 10
135 037 01 00 すぎ 10
135 041 02 00 すぎ 10
135 048 01 00 すぎ 10
135 048 04 00 すぎ 10
136 025 01 00 すぎ 10
136 025 02 01 すぎ 10
136 025 03 01 すぎ 10
136 029 03 00 すぎ 10
136 034 01 00 すぎ 10
137 032 01 00 すぎ 10
138 001 01 00 すぎ 10
138 003 03 00 すぎ 10
138 012 01 00 すぎ 10
138 043 03 00 すぎ 10
138 043 04 00 すぎ 10
138 048 01 01 すぎ 10
138 048 06 01 すぎ 10
138 049 00 00 すぎ 10
139 025 00 00 すぎ 10
139 055 01 00 すぎ 10
140 039 02 00 すぎ 10
140 117 01 00 すぎ 10
141 008 03 00 すぎ 10
141 035 00 00 すぎ 10
141 036 03 00 すぎ 10
141 036 04 00 すぎ 10
142 009 01 00 すぎ 10
142 009 04 00 すぎ 10
142 014 06 00 すぎ 10
142 023 02 00 すぎ 10
142 023 04 00 すぎ 10
142 023 05 00 すぎ 10
142 039 02 00 すぎ 10
143 014 03 00 すぎ 10
143 023 03 00 すぎ 10
143 026 02 00 すぎ 10
145 046 00 00 すぎ 10
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
148 096 00 00 すぎ 10
148 097 00 00 すぎ 10
149 015 00 00 すぎ 10
149 031 04 00 すぎ 10
149 035 04 00 すぎ 10
149 037 01 00 すぎ 10
149 047 00 00 すぎ 10
149 074 00 00 すぎ 10
149 075 00 00 すぎ 10
149 076 00 00 すぎ 10
149 077 00 00 すぎ 10
149 078 00 00 すぎ 10
151 026 01 00 すぎ 10
152 026 01 00 すぎ 10
154 001 05 00 すぎ 10
154 004 00 00 すぎ 10
154 019 02 00 すぎ 10
154 045 02 00 すぎ 10
154 090 02 00 すぎ 10
155 019 02 00 すぎ 10
155 022 01 01 すぎ 10
155 023 01 00 すぎ 10
155 023 03 00 すぎ 10
155 024 03 00 すぎ 10
155 039 03 00 すぎ 10
156 042 03 00 すぎ 10
156 103 01 00 すぎ 10
159 014 01 00 すぎ 10
164 046 02 00 すぎ 10
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
027 005 01 00 ひのき 4
114 025 05 00 ひのき 4
116 044 03 00 ひのき 4
119 057 08 02 ひのき 4
120 003 03 00 ひのき 4
120 022 00 02 ひのき 4
121 036 01 00 ひのき 4
121 039 01 02 ひのき 4
121 051 00 02 ひのき 4
121 060 00 00 ひのき 4
121 061 00 02 ひのき 4
121 062 01 00 ひのき 4
124 001 03 00 ひのき 4
124 001 07 00 ひのき 4
124 003 05 00 ひのき 4
124 006 03 00 ひのき 4
124 038 03 02 ひのき 4
124 040 02 02 ひのき 4
125 036 02 01 ひのき 4
125 038 04 01 ひのき 4
125 059 03 02 ひのき 4
125 059 05 02 ひのき 4
125 072 01 02 ひのき 4
125 088 04 00 ひのき 4
125 098 00 02 ひのき 4
125 099 00 02 ひのき 4
127 079 00 00 ひのき 4
127 089 01 00 ひのき 4
127 090 00 00 ひのき 4
127 097 02 00 ひのき 4
127 098 04 00 ひのき 4
127 104 02 00 ひのき 4
127 104 03 00 ひのき 4
127 105 04 00 ひのき 4
127 106 03 00 ひのき 4
127 107 03 02 ひのき 4
127 109 04 02 ひのき 4
128 026 03 00 ひのき 4
128 027 04 00 ひのき 4
128 028 03 00 ひのき 4
128 032 03 00 ひのき 4
128 032 07 00 ひのき 4
133 023 03 00 ひのき 4
133 028 00 02 ひのき 4
133 029 02 00 ひのき 4
134 015 01 02 ひのき 4
138 050 02 01 ひのき 4
138 050 05 00 ひのき 4
143 022 03 00 ひのき 4
148 087 00 02 ひのき 4
151 003 08 00 ひのき 4
006 060 01 00 ひのき 5
027 088 02 00 ひのき 5
028 109 00 00 ひのき 5
127 110 03 00 ひのき 5
127 111 04 00 ひのき 5
142 043 04 02 ひのき 5
161 087 02 00 ひのき 5
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
167 025 05 00 ひのき 5
168 035 03 00 ひのき 5
007 026 04 00 ひのき 6
023 173 05 00 ひのき 6
023 188 03 00 ひのき 6
026 012 00 00 ひのき 6
028 071 03 00 ひのき 6
028 072 02 00 ひのき 6
125 076 09 00 ひのき 6
125 092 07 00 ひのき 6
126 012 03 01 ひのき 6
126 012 07 00 ひのき 6
126 014 01 01 ひのき 6
126 039 03 03 ひのき 6
133 101 02 00 ひのき 6
133 118 03 00 ひのき 6
134 017 05 02 ひのき 6
134 019 02 00 ひのき 6
134 023 04 00 ひのき 6
134 061 00 02 ひのき 6
135 031 03 00 ひのき 6
135 036 02 00 ひのき 6
136 003 03 00 ひのき 6
137 038 01 00 ひのき 6
139 004 02 00 ひのき 6
139 005 00 00 ひのき 6
139 006 02 00 ひのき 6
139 010 02 00 ひのき 6
139 023 03 00 ひのき 6
139 046 06 00 ひのき 6
139 053 04 00 ひのき 6
139 055 04 00 ひのき 6
140 091 02 00 ひのき 6
140 092 02 00 ひのき 6
141 003 04 00 ひのき 6
141 013 05 00 ひのき 6
141 015 03 00 ひのき 6
141 018 04 00 ひのき 6
141 038 02 00 ひのき 6
142 002 02 02 ひのき 6
142 027 01 00 ひのき 6
142 028 04 01 ひのき 6
142 043 01 00 ひのき 6
143 005 05 01 ひのき 6
143 037 05 00 ひのき 6
143 037 06 00 ひのき 6
143 037 08 00 ひのき 6
148 012 02 00 ひのき 6
149 003 02 00 ひのき 6
149 003 03 00 ひのき 6
149 011 08 00 ひのき 6
149 043 04 00 ひのき 6
150 014 05 00 ひのき 6
150 018 00 02 ひのき 6
150 019 00 02 ひのき 6
150 030 00 02 ひのき 6
151 037 02 00 ひのき 6
151 039 03 00 ひのき 6
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
152 022 03 02 ひのき 6
152 049 01 00 ひのき 6
152 052 02 00 ひのき 6
152 053 05 00 ひのき 6
152 054 01 00 ひのき 6
152 067 03 02 ひのき 6
152 069 01 02 ひのき 6
152 070 04 02 ひのき 6
152 070 05 02 ひのき 6
152 076 03 02 ひのき 6
152 076 04 00 ひのき 6
154 016 02 00 ひのき 6
154 021 02 00 ひのき 6
154 021 03 00 ひのき 6
154 071 02 02 ひのき 6
154 084 02 02 ひのき 6
155 026 03 00 ひのき 6
155 036 05 00 ひのき 6
156 001 04 02 ひのき 6
156 095 00 00 ひのき 6
157 020 04 00 ひのき 6
157 025 01 00 ひのき 6
159 029 03 00 ひのき 6
161 005 01 00 ひのき 6
161 044 02 00 ひのき 6
161 049 07 00 ひのき 6
161 053 01 00 ひのき 6
161 061 02 00 ひのき 6
007 032 01 02 ひのき 7
010 030 01 00 ひのき 7
010 031 01 00 ひのき 7
014 067 00 00 ひのき 7
020 009 01 00 ひのき 7
020 009 04 00 ひのき 7
020 137 03 00 ひのき 7
020 140 01 00 ひのき 7
020 214 00 00 ひのき 7
020 215 00 00 ひのき 7
020 216 00 00 ひのき 7
023 100 04 00 ひのき 7
023 164 00 00 ひのき 7
023 172 06 00 ひのき 7
028 036 02 00 ひのき 7
028 120 01 02 ひのき 7
116 005 00 00 ひのき 7
121 073 01 02 ひのき 7
124 053 05 00 ひのき 7
125 018 06 00 ひのき 7
126 012 05 00 ひのき 7
127 114 02 01 ひのき 7
131 060 00 00 ひのき 7
135 015 04 00 ひのき 7
135 032 00 00 ひのき 7
135 033 00 00 ひのき 7
135 034 00 00 ひのき 7
140 067 06 00 ひのき 7
140 095 00 00 ひのき 7
142 010 01 00 ひのき 7
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
142 011 03 00 ひのき 7
142 013 04 00 ひのき 7
142 041 01 00 ひのき 7
154 011 02 01 ひのき 7
154 011 03 01 ひのき 7
155 034 03 02 ひのき 7
155 039 02 02 ひのき 7
155 056 03 00 ひのき 7
157 023 02 00 ひのき 7
157 031 03 00 ひのき 7
157 032 02 00 ひのき 7
159 015 00 00 ひのき 7
159 017 02 00 ひのき 7
159 028 04 01 ひのき 7
026 004 05 00 ひのき 8
026 007 01 00 ひのき 8
028 061 03 02 ひのき 8
028 069 01 00 ひのき 8
028 077 01 00 ひのき 8
121 043 03 00 ひのき 8
121 044 04 00 ひのき 8
124 052 02 00 ひのき 8
128 019 01 00 ひのき 8
129 010 06 00 ひのき 8
135 056 02 00 ひのき 8
140 043 00 00 ひのき 8
154 026 02 00 ひのき 8
154 030 02 00 ひのき 8
154 051 01 00 ひのき 8
154 052 01 00 ひのき 8
154 055 02 00 ひのき 8
155 029 06 00 ひのき 8
155 030 01 00 ひのき 8
155 046 01 00 ひのき 8
155 048 02 00 ひのき 8
155 051 03 00 ひのき 8
155 052 00 00 ひのき 8
155 053 04 00 ひのき 8
156 029 01 00 ひのき 8
027 037 04 00 ひのき 9
128 013 06 00 ひのき 9
133 093 02 00 ひのき 9
134 029 02 00 ひのき 9
134 055 03 00 ひのき 9
135 049 03 02 ひのき 9
135 060 02 02 ひのき 9
136 022 06 02 ひのき 9
136 029 04 00 ひのき 9
136 030 02 00 ひのき 9
138 001 03 00 ひのき 9
138 040 01 02 ひのき 9
140 029 03 00 ひのき 9
140 045 03 00 ひのき 9
140 050 00 01 ひのき 9
140 103 02 00 ひのき 9
141 012 03 00 ひのき 9
150 002 03 02 ひのき 9
155 013 02 02 ひのき 9
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林班 小班 小班枝番 小班補番 樹種 齢級
156 010 01 00 ひのき 9
156 010 03 00 ひのき 9
156 016 02 00 ひのき 9
157 005 03 00 ひのき 9
167 021 01 00 ひのき 9
022 043 01 00 ひのき 10
023 187 03 00 ひのき 10
027 080 00 00 ひのき 10
028 095 05 00 ひのき 10
114 054 01 00 ひのき 10
118 018 02 00 ひのき 10
121 042 01 00 ひのき 10
127 025 03 00 ひのき 10
128 032 01 00 ひのき 10
128 032 05 00 ひのき 10
128 032 06 00 ひのき 10
128 038 02 00 ひのき 10
128 057 05 00 ひのき 10
129 010 03 00 ひのき 10
130 054 05 00 ひのき 10
135 048 02 00 ひのき 10
136 025 02 02 ひのき 10
136 025 03 02 ひのき 10
136 026 02 00 ひのき 10
139 017 00 00 ひのき 10
139 019 00 00 ひのき 10
139 054 02 00 ひのき 10
140 026 02 00 ひのき 10
140 067 03 00 ひのき 10
142 009 02 00 ひのき 10
149 014 00 00 ひのき 10
155 022 01 02 ひのき 10
155 028 01 01 ひのき 10
155 029 03 00 ひのき 10
161 013 00 00 ひのき 10
161 049 02 00 ひのき 10
161 098 00 00 ひのき 10


